
・平成 30年日出町成人式
・�平成 30 年日出町消防団特別点検（出初式）
・『城下町ひじ雛めぐり』がはじまります

今月の内容

日出のカレー
食べましたか？

2018 ひじカレーラリー
好評開催中！
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１
月
７
日
、
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で

平
成
30
年
日
出
町
成
人
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
で
は
、
晴
れ
着
や
ス
ー

ツ
姿
の
新
成
人
た
ち
が
、
友
人
と
の
久

し
ぶ
り
の
再
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　
今
年
、
日
出
町
で
新
成
人
を
迎
え
る

の
は
２
８
６
名
（
男
性
１
３
７
名
、
女

性
１
４
９
名
）。
そ
の
う
ち
男
女
あ
わ

せ
て
２
１
０
名
が
式
典
に
出
席
し
ま
し

た
。

　
式
典
で
は
、
本
田
町
長
が
「
お
と
な

の
一
員
と
な
っ
た
皆
さ
ん
に
は
、
し
っ

か
り
と
し
た
意
志
と
自
信
を
も
っ
て
自

分
の
道
を
進
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
地
域
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
深

め
な
が
ら
、
広
く
世
界
に
目
を
向
け

て
、
将
来
は
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
式
辞
を

述
べ
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
を
祝
福
し
ま

し
た
。

　
新
成
人
へ
の
記
念
品
は
、
高
根 
雄

さ
ん
が
代
表
し
て
受
領
。
今
年
は
『
万

年
カ
レ
ン
ダ
ー
』
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
多
く
の
新
成
人
ら
が
見
守
る
な
か
、

代
表
し
て
伊
東
直
紀
さ
ん
と
神
矢
菜
々

子
さ
ん
が
『
二
十
歳
の
誓
い
』
を
、
河

野
友
海
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

今
年
は
２
８
６
名
が
新
成
人

平
成
30
年 

日
出
町
成
人
式

# 日出町成人式 2018　# 新成人　# 振袖　# インスタ映え　# 夢と希望は∞

『
二
十
歳
の
誓
い
』

『
謝
辞
』
は
町
Ｈ
Ｐ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

祝成人
　
１
月
６
日
、
平
成
30
年
日
出
町
消
防
団

特
別
点
検
（
出で

ぞ

め

し

き

初
式
）
が
日
出
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
衛
藤
清
隆
団
長
以
下
２
３
１
名
の
消
防

団
員
が
参
加
。
人
員
服
装
点
検
の
後
、
訓

練
点
検
と
操
法
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
休
憩
時
間
に
は
、
町
内
保
育
園
の
園
児

で
構
成
さ
れ
る
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
鼓
笛
隊

が
か
わ
い
ら
し
い
演
技
を
披
露
。

　
ま
た
、
藤
原
南
部
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
が
、
温
か
い
飲
み
物
を
団
員
や
列

席
者
に
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　
団
員
や
分
団
へ
の
各
種
表
彰
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
被
表
彰
者
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

大
分
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

①
35
年
表
彰

　
第
５
分
団
分
団
長
　
　
　
青
柳
　
年
明

②
30
年
表
彰
　

　
第
７
分
団
分
団
長
　
　
　
吉
野
　
勝
久

　
第
７
分
団
副
分
団
長
　
　
末
綱
　
　
毅

　
第
２
分
団
指
導
員
　
　
　
戸
田
　
大
海

③
25
年
表
彰

　
第
３
分
団
第
２
部
団
員
　
福
田
　
耕
次

　
第
４
分
団
第
２
部
団
員
　
藤
本
　
孝
博

④
20
年
表
彰

　
第
６
分
団
副
分
団
長
　
　
本
田
　
清
美

　
第
６
分
団
第
３
部
部
長
　
本
城
　
　
学

　
第
３
分
団
第
２
部
班
長
　
笠
置
　
秀
幸

　
第
１
分
団
第
３
部
団
員
　
辻
本
　
敬
治

　
第
３
分
団
第
２
部
団
員
　
平
早
水
一
彦

　
第
３
分
団
第
２
部
団
員
　
笠
置
　
哲
也

　
第
４
分
団
第
１
部
団
員
　
佐
藤
　
道
智

　
第
５
分
団
第
３
部
団
員
　
荒
金
　
　
良

　
第
５
分
団
第
３
部
団
員
　
高
橋
　
康
治

　
第
６
分
団
第
１
部
団
員
　
大
隈
　
宏
一

　【指
導
員
感
謝
状
】

　
第
３
分
団
指
導
員
　
　
　
阿
部
　
豊
喜

【
永
年
勤
続
退
団
者
（
勤
続
15
年
以
上
）】

　
※ 

消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
退
団
表
彰
者

と
同
じ

日
出
町
長
表
彰

個
人
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
者
15
年
表
彰
】　
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邉
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第
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義
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誠

　
第
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分
団
第
１
部
団
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【
永
年
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者
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年
表
彰
】　
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１
部
団
員
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憲
治
郎
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第
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団
員
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嶋
　
芳
幸

　
第
５
分
団
第
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部
団
員
　
青
柳
　
裕
太

　
第
５
分
団
第
３
部
団
員
　
松
本
　
真
二

　
女
性
部
団
員
　
　
　
　
　
田
中
　
和
江

　
女
性
部
団
員
　
　
　
　
　
平
山
　
　
綾

　団
体
表
彰

【
優
良
分
団
】

　
第
４
分
団    

【
優
秀
部
（
年
間
成
績
第
１
位
）】

　
第
４
分
団
第
２
部

【
優
良
部
（
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間
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績
第
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位
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１
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団
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績
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４
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団
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日
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町
消
防
団
長
表
彰

【
火
災
予
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広
報
実
践
優
秀
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】

　
第
１
位
　
　
　
　
　
第
４
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第
２
位
　
　
　
　
　
第
１
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団
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４
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第
３
位
　
　
　
　
　
第
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分
団
第
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部

消
防
庁
長
官
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

　
第
３
分
団
分
団
長
　
　
　
藤
田
　
髙
志

（
勤
続
39
年
）

【
永
年
勤
続
退
団
者
】

　
※
階
級
は
所
属
中
の
最
高
位

○
第
２
号
報
償
（
勤
続
15
年
以
上
）　

　
第
５
分
団
第
３
部
部
長
　
井
上
洋
二
郎

　
第
６
分
団
第
２
部
班
長
　
上
田
　
浩
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第
４
分
団
第
１
部
班
長
　
工
藤
　
行
弘

　
第
３
分
団
第
１
部
班
長
　
桂
木
　
政
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第
２
分
団
第
２
部
団
員
　
村
田
　
　
健

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
績
章
】

　
第
３
分
団
分
団
長
　
　
　
藤
田
　
髙
志

【
勤
続
章
】

　
第
１
分
団
第
４
部
団
員
　
堀
　
　
民
夫

大
分
県
知
事
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

　
第
６
分
団
分
団
長
　
　
　
安
部
　
　
敬

平成 30 年日出町消防団特別点検 （出初式）

放水点検人員服装点検
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第
３
位
）】

　
第
４
分
団
第
３
部

日
出
町
消
防
団
長
表
彰

【
火
災
予
防
広
報
実
践
優
秀
部
】

　
第
１
位
　
　
　
　
　
第
４
分
団
第
１
部

　
第
２
位
　
　
　
　
　
第
１
分
団
第
４
部

　
第
３
位
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
２
部

消
防
庁
長
官
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

　
第
３
分
団
分
団
長
　
　
　
藤
田
　
髙
志

（
勤
続
39
年
）

【
永
年
勤
続
退
団
者
】

　
※
階
級
は
所
属
中
の
最
高
位

○
第
２
号
報
償
（
勤
続
15
年
以
上
）　

　
第
５
分
団
第
３
部
部
長
　
井
上
洋
二
郎

　
第
６
分
団
第
２
部
班
長
　
上
田
　
浩
二

　
第
４
分
団
第
１
部
班
長
　
工
藤
　
行
弘

　
第
３
分
団
第
１
部
班
長
　
桂
木
　
政
治

　
第
２
分
団
第
２
部
団
員
　
村
田
　
　
健

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
績
章
】

　
第
３
分
団
分
団
長
　
　
　
藤
田
　
髙
志

【
勤
続
章
】

　
第
１
分
団
第
４
部
団
員
　
堀
　
　
民
夫

大
分
県
知
事
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

　
第
６
分
団
分
団
長
　
　
　
安
部
　
　
敬

平成 30 年日出町消防団特別点検 （出初式）

放水点検人員服装点検
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12
月
19
日
、
株
式
会
社
ク
ロ
ス
ケ
ミ

大
分
が
大
神
地
区
に
本
社
お
よ
び
工
場

を
設
置
す
る
こ
と
を
表
明
し
、
役
場
で

立
地
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
か
ら
排
出

さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
を
無
害
な
窒
素
と

水
に
分
解
す
る
た
め
に
添
加
さ
れ
る
高

品
位
尿
素
水
を
製
造
す
る
会
社
。
今
後

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
排
ガ
ス
規
制
を

背
景
に
、
同
製
品
の
需
要
拡
大
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、九
州
・
山
口
地
域
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
製
造
工
場
を
日
出
町

に
建
設
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
ク
ロ
ス
ケ
ミ
大
分
の
磯
部
俊
光
会
長

は
「
空
港
か
ら
近
く
、
高
速
道
路
へ
の

ア
ク
セ
ス
も
良
好
」
と
日
出
町
を
選
ん

だ
理
由
を
述
べ
ま
し
た
。

　
本
田
町
長
は
「
地
の
利
を
生
か
し
て

事
業
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

町
と
立
地
協
定
を
締
結

㈱
ク
ロ
ス
ケ
ミ
大
分
が
立
地
表
明

全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会

藤
原
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
全
国
出
場

　
12
月
13
日
、
小
学
生
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
藤
原
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ

（
渡
辺
英
俊
監
督
）
の
選
手
ら
が
役
場

を
訪
れ
、
本
田
町
長
と
堀
教
育
長
に
、

県
大
会
で
の
優
勝
と
、
第
15
回
全
国
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大

会
へ
の
出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
町
長
は
「
し
っ
か
り
と
練
習
を
重
ね

て
、
悔
い
の
な
い
大
会
と
な
る
よ
う
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉
を

贈
り
ま
し
た
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
の
本
田 

凪な
ぎ

さ
ん
（
川

崎
小
６
年
生
）
は
「
大
会
で
は
、
試
合

を
楽
し
み
な
が
ら
も
思
い
切
り
プ
レ
ー

を
し
て
、
優
勝
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
は
、
３
月
25
～
28
日
に
わ

た
り
、
群
馬
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

藤原フェアリーズの選手ら
（手にしている賞状などは 11 月に行われた

県大会優勝の際のもの）

HIJI  TOWN  TOPICS

まちの話題
公式 Facebook で

町の旬な情報をリアルタイムで発信中！

日出町フェイスブック

12 月～１月

協定書を持つ
磯部会長（中央）と本田町長

５
４
０
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
、
健

脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て

本
田
町
長
が
「
け
が
の
な
い
よ
う
気
を

付
け
て
走
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
皆
さ

ん
が
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
出
せ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
選
手
宣
誓
で
は
、
上
田
祥
太
さ
ん
と

赤
迫
健た
け
る瑠

さ
ん
が
「
最
後
ま
で
諦
め
ず

に
駆
け
抜
け
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ス
タ
ー
ト
地
点
は
大
神
漁
港
前
。『
車

い
す
フ
リ
ー
５
㌔
』
の
ス
タ
ー
ト
を
皮

切
り
に
、
小
学
生
低
学
年
か
ら
一
般
の

部
ま
で
、
10
の
部
門
で
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
沿
道
に
は
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
応

援
に
駆
け
付
け
、
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
に
熱

い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

選手宣誓

好
天
の
も
と
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
健
脚
競
う

新
春
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
１
月
21
日
、『
第
37
回
日
出
町
新
春

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
』
が
大
神
地
区
を

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
好

天
に
恵
ま
れ
た
今
年
の
大
会
で
は
、

スタートの瞬間（小学生男子高学年の部）

川
崎
小
学
校
敷
地
内
に
新
築

川
崎
な
か
よ
し
児
童
ク
ラ
ブ
が
開
所

　
川
崎
な
か
よ
し
児
童
ク
ラ
ブ
が
川
崎

小
学
校
敷
地
内
に
新
築
さ
れ
、
12
月
24

日
、
そ
の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
所
式
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て

運
営
委
員
会
の
伊
東
昭
子
代
表
が
「
川

崎
地
区
の
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全

な
居
場
所
と
し
て
、
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
本
田
町
長
は

あ
い
さ
つ
の
な
か
で
「
当
施
設
は
広
く

て
設
備
も
充
実
し
て
い
る
。
こ
こ
で
子

ど
も
た
ち
に
存
分
に
遊
ん
で
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
児
童
を
代
表
し
て
神か
ん

心こ

こ

ろ

琥
寵
さ
ん
（
川
崎
小
５
年
生
）
が
「
新

し
い
児
童
ク
ラ
ブ
を
作
っ
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
そ
の
後
に
は
、
く
す
玉
割
り

や
、
児
童
ら
に
よ
る
『
赤
鼻
の
ト
ナ
カ

イ
』
の
合
唱
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者

の
皆
で
開
所
を
祝
い
ま
し
た
。

HIJI  TOWN  TOPICS

寄贈された災害備蓄文具（写真は１セット分）

大
分
県
文
具
事
務
機
商
組
合
連
合
会

災
害
備
蓄
文
具
を
町
へ
寄
贈

　
12
月
19
日
、
県
内
の
文
具
店
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
大
分
県
文
具
事
務
機
商
組

合
連
合
会
（
明
石
泰
信
会
長
）
が
、
災

害
備
蓄
文
具
一
式
（
３
セ
ッ
ト
）
を
町

へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
組
合
が
創
立
50
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、
災
害
発
生
時
に
避
難

所
な
ど
で
役
立
て
て
ほ
し
い
と
県
内
各

市
町
村
な
ど
へ
寄
贈
し
て
い
る
も
の

で
、
町
へ
の
寄
贈
も
そ
の
一
環
と
し
て

実
施
。

　
今
回
寄
贈
さ
れ
た
文
具
類
は
、
ハ
サ

ミ
や
テ
ー
プ
、
ビ
ニ
ー
ル
ロ
ー
プ
な

ど
、
災
害
発
生
時
に
避
難
所
な
ど
で
必

需
品
と
考
え
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
。

　
寄
贈
さ
れ
た
災
害
備
蓄
文
具
は
、
町

内
の
避
難
所
に
設
置
予
定
で
す
。

くす玉割りの様子

日
出
町
障
が
い
者
条
例
制
定
に
向
け
て

条
例
検
討
会
が
検
討
結
果
を
報
告

　
１
月
11
日
、
日
出
町
障
が
い
者
条
例

に
関
す
る
検
討
会
の
藤
波
志
郎
会
長
が

役
場
を
訪
れ
、
本
田
町
長
へ
検
討
結
果

を
報
告
し
ま
し
た
。

　
同
検
討
会
は
『
障
が
い
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
健
や
か
で
安
ら
か
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
』
の
実
現
を
目
的
と
し
た
条
例

の
制
定
に
向
け
、
当
事
者
や
様
々
な
立

場
の
方
の
意
見
を
聴
取
し
、
条
例
の
内

容
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
報
告
を
受
け
、
町
長
は
「
障
が
い
者

の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め

に
、
差
別
の
解
消
、
並
び
に
権
利
の
確

立
が
必
要
不
可
欠
。
今
回
の
報
告
を
受

け
、
各
施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
同
条
例
は
『
日
出
町
障
が
い
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
健
や
か
で
安
ら
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
』
と
し
て
、

２
～
３
月
の
町
議
会
定
例
会
に
提
案
さ

れ
る
予
定
で
す
。

町長へ報告を行う藤波会長（左）

　
１ 

月
14
日
、
中
央
体
育
館
で
第
33
回

目
と
な
る
『
日
出
町
子
ど
も
会
対
抗
綱

引
き
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
町
内
18
の
子
ど
も
会
か

ら
、親
子
合
わ
せ
て
２
９
７
名（
27
チ
ー

ム
）
が
参
加
。

　
選
手
宣
誓
で
は
、
豊
岡
７
分
団
子
ど

も
会
の
帯た
て
わ
き刀
葵あ
お
い
さ
ん
が
、「
正
々
堂
々

と
戦
う
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
、
周
囲
か
ら
の
声
援
を

受
け
な
が
ら
、
懸
命
に
綱
を
引
い
て
熱

戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
選
手
権
】　
太
田
Ａ 

チ
ー
ム

【
フ
リ
ー
】　
上
仁
王
Ａ 

チ
ー
ム

【
親
子
混
合
】　
真
那
井 

チ
ー
ム

27
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る

子
ど
も
会
対
抗
綱
引
き
大
会

綱を懸命に引く参加選手ら
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12
月
19
日
、
株
式
会
社
ク
ロ
ス
ケ
ミ

大
分
が
大
神
地
区
に
本
社
お
よ
び
工
場

を
設
置
す
る
こ
と
を
表
明
し
、
役
場
で

立
地
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
か
ら
排
出

さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
を
無
害
な
窒
素
と

水
に
分
解
す
る
た
め
に
添
加
さ
れ
る
高

品
位
尿
素
水
を
製
造
す
る
会
社
。
今
後

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
排
ガ
ス
規
制
を

背
景
に
、
同
製
品
の
需
要
拡
大
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、九
州
・
山
口
地
域
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
製
造
工
場
を
日
出
町

に
建
設
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
ク
ロ
ス
ケ
ミ
大
分
の
磯
部
俊
光
会
長

は
「
空
港
か
ら
近
く
、
高
速
道
路
へ
の

ア
ク
セ
ス
も
良
好
」
と
日
出
町
を
選
ん

だ
理
由
を
述
べ
ま
し
た
。

　
本
田
町
長
は
「
地
の
利
を
生
か
し
て

事
業
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

町
と
立
地
協
定
を
締
結

㈱
ク
ロ
ス
ケ
ミ
大
分
が
立
地
表
明

全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会

藤
原
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
全
国
出
場

　
12
月
13
日
、
小
学
生
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
藤
原
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ

（
渡
辺
英
俊
監
督
）
の
選
手
ら
が
役
場

を
訪
れ
、
本
田
町
長
と
堀
教
育
長
に
、

県
大
会
で
の
優
勝
と
、
第
15
回
全
国
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大

会
へ
の
出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
町
長
は
「
し
っ
か
り
と
練
習
を
重
ね

て
、
悔
い
の
な
い
大
会
と
な
る
よ
う
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉
を

贈
り
ま
し
た
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
の
本
田 

凪な
ぎ

さ
ん
（
川

崎
小
６
年
生
）
は
「
大
会
で
は
、
試
合

を
楽
し
み
な
が
ら
も
思
い
切
り
プ
レ
ー

を
し
て
、
優
勝
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
は
、
３
月
25
～
28
日
に
わ

た
り
、
群
馬
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

藤原フェアリーズの選手ら
（手にしている賞状などは 11 月に行われた

県大会優勝の際のもの）

HIJI  TOWN  TOPICS

まちの話題
公式 Facebook で

町の旬な情報をリアルタイムで発信中！

日出町フェイスブック

12 月～１月

協定書を持つ
磯部会長（中央）と本田町長

５
４
０
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
、
健

脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て

本
田
町
長
が
「
け
が
の
な
い
よ
う
気
を

付
け
て
走
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
皆
さ

ん
が
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
出
せ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
選
手
宣
誓
で
は
、
上
田
祥
太
さ
ん
と

赤
迫
健た
け
る瑠

さ
ん
が
「
最
後
ま
で
諦
め
ず

に
駆
け
抜
け
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ス
タ
ー
ト
地
点
は
大
神
漁
港
前
。『
車

い
す
フ
リ
ー
５
㌔
』
の
ス
タ
ー
ト
を
皮

切
り
に
、
小
学
生
低
学
年
か
ら
一
般
の

部
ま
で
、
10
の
部
門
で
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
沿
道
に
は
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
応

援
に
駆
け
付
け
、
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
に
熱

い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

選手宣誓

好
天
の
も
と
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
健
脚
競
う

新
春
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
１
月
21
日
、『
第
37
回
日
出
町
新
春

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
』
が
大
神
地
区
を

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
好

天
に
恵
ま
れ
た
今
年
の
大
会
で
は
、

スタートの瞬間（小学生男子高学年の部）

川
崎
小
学
校
敷
地
内
に
新
築

川
崎
な
か
よ
し
児
童
ク
ラ
ブ
が
開
所

　
川
崎
な
か
よ
し
児
童
ク
ラ
ブ
が
川
崎

小
学
校
敷
地
内
に
新
築
さ
れ
、
12
月
24

日
、
そ
の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
所
式
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て

運
営
委
員
会
の
伊
東
昭
子
代
表
が
「
川

崎
地
区
の
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全

な
居
場
所
と
し
て
、
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
本
田
町
長
は

あ
い
さ
つ
の
な
か
で
「
当
施
設
は
広
く

て
設
備
も
充
実
し
て
い
る
。
こ
こ
で
子

ど
も
た
ち
に
存
分
に
遊
ん
で
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
児
童
を
代
表
し
て
神か
ん

心こ

こ

ろ

琥
寵
さ
ん
（
川
崎
小
５
年
生
）
が
「
新

し
い
児
童
ク
ラ
ブ
を
作
っ
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
そ
の
後
に
は
、
く
す
玉
割
り

や
、
児
童
ら
に
よ
る
『
赤
鼻
の
ト
ナ
カ

イ
』
の
合
唱
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者

の
皆
で
開
所
を
祝
い
ま
し
た
。
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寄贈された災害備蓄文具（写真は１セット分）

大
分
県
文
具
事
務
機
商
組
合
連
合
会

災
害
備
蓄
文
具
を
町
へ
寄
贈

　
12
月
19
日
、
県
内
の
文
具
店
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
大
分
県
文
具
事
務
機
商
組

合
連
合
会
（
明
石
泰
信
会
長
）
が
、
災

害
備
蓄
文
具
一
式
（
３
セ
ッ
ト
）
を
町

へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
組
合
が
創
立
50
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、
災
害
発
生
時
に
避
難

所
な
ど
で
役
立
て
て
ほ
し
い
と
県
内
各

市
町
村
な
ど
へ
寄
贈
し
て
い
る
も
の

で
、
町
へ
の
寄
贈
も
そ
の
一
環
と
し
て

実
施
。

　
今
回
寄
贈
さ
れ
た
文
具
類
は
、
ハ
サ

ミ
や
テ
ー
プ
、
ビ
ニ
ー
ル
ロ
ー
プ
な

ど
、
災
害
発
生
時
に
避
難
所
な
ど
で
必

需
品
と
考
え
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
。

　
寄
贈
さ
れ
た
災
害
備
蓄
文
具
は
、
町

内
の
避
難
所
に
設
置
予
定
で
す
。

くす玉割りの様子

日
出
町
障
が
い
者
条
例
制
定
に
向
け
て

条
例
検
討
会
が
検
討
結
果
を
報
告

　
１
月
11
日
、
日
出
町
障
が
い
者
条
例

に
関
す
る
検
討
会
の
藤
波
志
郎
会
長
が

役
場
を
訪
れ
、
本
田
町
長
へ
検
討
結
果

を
報
告
し
ま
し
た
。

　
同
検
討
会
は
『
障
が
い
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
健
や
か
で
安
ら
か
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
』
の
実
現
を
目
的
と
し
た
条
例

の
制
定
に
向
け
、
当
事
者
や
様
々
な
立

場
の
方
の
意
見
を
聴
取
し
、
条
例
の
内

容
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
報
告
を
受
け
、
町
長
は
「
障
が
い
者

の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め

に
、
差
別
の
解
消
、
並
び
に
権
利
の
確

立
が
必
要
不
可
欠
。
今
回
の
報
告
を
受

け
、
各
施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
同
条
例
は
『
日
出
町
障
が
い
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
健
や
か
で
安
ら
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
』
と
し
て
、

２
～
３
月
の
町
議
会
定
例
会
に
提
案
さ

れ
る
予
定
で
す
。

町長へ報告を行う藤波会長（左）

　
１ 

月
14
日
、
中
央
体
育
館
で
第
33
回

目
と
な
る
『
日
出
町
子
ど
も
会
対
抗
綱

引
き
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
町
内
18
の
子
ど
も
会
か

ら
、親
子
合
わ
せ
て
２
９
７
名（
27
チ
ー

ム
）
が
参
加
。

　
選
手
宣
誓
で
は
、
豊
岡
７
分
団
子
ど

も
会
の
帯た
て
わ
き刀
葵あ
お
い
さ
ん
が
、「
正
々
堂
々

と
戦
う
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
、
周
囲
か
ら
の
声
援
を

受
け
な
が
ら
、
懸
命
に
綱
を
引
い
て
熱

戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
選
手
権
】　
太
田
Ａ 

チ
ー
ム

【
フ
リ
ー
】　
上
仁
王
Ａ 

チ
ー
ム

【
親
子
混
合
】　
真
那
井 

チ
ー
ム

27
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る

子
ど
も
会
対
抗
綱
引
き
大
会

綱を懸命に引く参加選手ら
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大足半が投げ入れられる様子

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
っ
て

大
神
原
山
区
で
『
か
せ
ど
り
』

受
け
た
家
庭
で
は
、
酒
や
飲
み
物
な
ど

が
振
る
舞
わ
れ
、
贈
り
手
の
正
体
を
探

ろ
う
と
す
る
家
の
方
と
贈
り
手
と
の
間

で
ユ
ニ
ー
ク
な
や
り
取
り
が
交
わ
さ
れ

る
の
が
こ
の
行
事
の
面
白
い
と
こ
ろ
。

　
今
年
は
、
平
井
咲さ

き妃
さ
ん
（
１
歳
８

カ
月
）
と
道
西
悠ゆ
つ
き月

さ
ん
（
１
歳
３
カ

月
）
の
２
名
の
孫
が
誕
生
し
た
、
岩
尾

今け

さ

み

朝
美
さ
ん
宅
を
訪
問
。「
祝い
お

う
ち
あ

ぐ
る
で
ー
」
の
か
け
声
と
同
時
に
、
大

足
半
が
投
げ
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
咲
妃
さ
ん
の
両
親
で
あ
る
覚
あ
き
ら

さ
ん
・

祐
花
さ
ん
は
「
心
優
し
い
子
に
育
っ
て

ほ
し
い
」
と
、
悠
月
さ
ん
の
両
親
で
あ

る
宏
さ
ん
・
春
花
さ
ん
は
「
こ
の
大
足

半
の
よ
う
に
大
き
く
育
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
、
子
ど
も
の
成
長
を
願
っ
て
い

ま
し
た
。

目録を本田町長へ手渡す井村社長（右）

あたたかいご寄附に対し、
感謝申し上げます。

　有限会社 井村電設 代表取締役  井村 正孝  様（豊岡地区）
から、町へご寄付を賜りました。つきましては、感謝申し上
げるとともに、以下のとおりご披露いたします。
　　■有限会社 井村電設 様より 1,200,000 円
　　■井村 正孝 様より     100,000 円
　いただいたご寄附は、町立小・中学校における防犯設備の
整備へ活用されます。

　
１
月
14
日
、
大
神
原は
る
や
ま山
区
で
新
春
の

恒
例
行
事
『
か
せ
ど
り
』
が
行
わ
れ
ま

し
た
。『
か
せ
ど
り
』
と
は
、
同
地
区

に
伝
わ
る
伝
統
行
事
で
、
長
ら
く
途
絶

え
て
い
た
の
を
原
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク

ラ
ブ
（
現
会
長
・
松
本 
宏
さ
ん
）
が

平
成
11
年
に
復
活
さ
せ
て
か
ら
は
、
新

春
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
行
事
で
は
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
願
い
、『
大お
お
あ
し
な
か

足
半
』
と
呼
ば

れ
る
巨
大
な
藁
草
履
な
ど
を
、
１
歳
の

子
ど
も
が
い
る
家
庭
に
投
げ
入
れ
て
お

祝
い
し
ま
す
。

　
贈
り
手
は
笠
を
深
く
被
り
、
顔
が
分

か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
習
わ
し
。

同
行
す
る
地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
白お
し
ろ
い粉

で
顔
を
真
っ
白
に
塗
り
、
タ
ヌ
キ
や
キ

ツ
ネ
の
化
粧
を
施
し
ま
す
。
お
祝
い
を

祝い
お

う
ち

　
　
あ
ぐ
る
で
～
!!

平井咲妃さん（中央右）と道西悠月さん（中央左）

第
64
回
文
化
財
防
火
デ
ー

横
津
神
社
で
文
化
財
防
火
訓
練

　
１
月
20
日
、
文
化
財
防
火
訓
練
が
藤

原
地
区
の
横
津
神
社
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
全
国
的
な
取
り
組
み
で
あ

る
文
化
財
防
火
デ
ー
に
関
連
し
て
、
杵

築
速
見
消
防
組
合
日
出
消
防
署
・
日
出

町
消
防
団
・
地
域
住
民
ら
の
協
力
の
も

と
、
町
内
の
文
化
財
施
設
な
ど
で
毎
年

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
。

　
訓
練
で
は
、
神
社
境
内
よ
り
火
災
が

発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
１
１
９
番
通

報
、
重
要
物
件
の
持
ち
出
し
、
放
水
訓

練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
訓
練
の
後
に
は
、
地
域
住

民
を
対
象
と
し
た
、
消
火
器
を
用
い
た

初
期
消
火
訓
練
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。放水訓練の様子

赤松山願成就寺 春の大祭
　願

がんじょうじゅじ

成就寺は、六
ろくごうまんざん

郷満山を開山した僧・仁
にんもん

聞が国東半島に多くの寺院を建立したなかで一番最後に
開いた結願寺院。また、今年は六郷満山が開山されて1300年の節目の年です。ぜひお越しください。

■開催日　２月 10日（土）・11日（日・祝）
■内　容　10日（土）10時～　春の大祭法要
　　　　　11日（日）13時～　採

さいと う ご ま

燈護摩・火渡り
■問合先　赤松山願成就寺（日出町藤原 6599-1）　☎ 72-5423

開運招福大鏡餅
福引あります

輪転蔵御開帳

　今年は『国民文化祭』並びに『全国障害者芸術・文化祭』

が、大分県を会場として開催されます。開催期間は以

下のとおりです。

　これにあわせて、日出町でも関連イベントを企画し

ていますので、ご期待ください。

開催期間　　10月６日～ 11月 25 日

火渡り

山門

採燈護摩
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大足半が投げ入れられる様子
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ど
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、
贈
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贈
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で
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な
や
り
取
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が
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の
が
こ
の
行
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年
は
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さ
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（
１
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月
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さ
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１
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カ

月
）
の
２
名
の
孫
が
誕
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し
た
、
岩
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今け

さ

み

朝
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さ
ん
宅
を
訪
問
。「
祝い
お
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ち
あ

ぐ
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で
ー
」
の
か
け
声
と
同
時
に
、
大

足
半
が
投
げ
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
咲
妃
さ
ん
の
両
親
で
あ
る
覚
あ
き
ら

さ
ん
・

祐
花
さ
ん
は
「
心
優
し
い
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に
育
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て

ほ
し
い
」
と
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悠
月
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の
両
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で
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る
宏
さ
ん
・
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は
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こ
の
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に
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ほ
し
い
」

と
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し
、
子
ど
も
の
成
長
を
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っ
て
い

ま
し
た
。

目録を本田町長へ手渡す井村社長（右）

あたたかいご寄附に対し、
感謝申し上げます。

　有限会社 井村電設 代表取締役  井村 正孝  様（豊岡地区）
から、町へご寄付を賜りました。つきましては、感謝申し上
げるとともに、以下のとおりご披露いたします。
　　■有限会社 井村電設 様より 1,200,000 円
　　■井村 正孝 様より     100,000 円
　いただいたご寄附は、町立小・中学校における防犯設備の
整備へ活用されます。

　
１
月
14
日
、
大
神
原は
る
や
ま山
区
で
新
春
の

恒
例
行
事
『
か
せ
ど
り
』
が
行
わ
れ
ま

し
た
。『
か
せ
ど
り
』
と
は
、
同
地
区

に
伝
わ
る
伝
統
行
事
で
、
長
ら
く
途
絶
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て
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の
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ラ
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現
会
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・
松
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ん
）
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平
成
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年
に
復
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さ
せ
て
か
ら
は
、
新

春
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
行
事
で
は
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
願
い
、『
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お
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な
か

足
半
』
と
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る
巨
大
な
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履
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ど
を
、
１
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の
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ど
も
が
い
る
家
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に
投
げ
入
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て
お

祝
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し
ま
す
。

　
贈
り
手
は
笠
を
深
く
被
り
、
顔
が
分

か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
習
わ
し
。

同
行
す
る
地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
白お
し
ろ
い粉

で
顔
を
真
っ
白
に
塗
り
、
タ
ヌ
キ
や
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ツ
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の
化
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を
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し
ま
す
。
お
祝
い
を

祝い
お

う
ち

　
　
あ
ぐ
る
で
～
!!
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通

報
、
重
要
物
件
の
持
ち
出
し
、
放
水
訓

練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
訓
練
の
後
に
は
、
地
域
住

民
を
対
象
と
し
た
、
消
火
器
を
用
い
た

初
期
消
火
訓
練
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。放水訓練の様子

赤松山願成就寺 春の大祭
　願

がんじょうじゅじ

成就寺は、六
ろくごうまんざん

郷満山を開山した僧・仁
にんもん

聞が国東半島に多くの寺院を建立したなかで一番最後に
開いた結願寺院。また、今年は六郷満山が開山されて1300年の節目の年です。ぜひお越しください。

■開催日　２月 10日（土）・11日（日・祝）
■内　容　10日（土）10時～　春の大祭法要
　　　　　11日（日）13時～　採

さいと う ご ま

燈護摩・火渡り
■問合先　赤松山願成就寺（日出町藤原 6599-1）　☎ 72-5423

開運招福大鏡餅
福引あります

輪転蔵御開帳

　今年は『国民文化祭』並びに『全国障害者芸術・文化祭』

が、大分県を会場として開催されます。開催期間は以

下のとおりです。

　これにあわせて、日出町でも関連イベントを企画し

ていますので、ご期待ください。

開催期間　　10月６日～ 11月 25 日

火渡り

山門

採燈護摩
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▼
交
通
災
害
共
済
加
入
の
ご
案
内

　　
平
成
30
年
度
交
通
災
害
共
済
の
加
入

受
付
を
２
月
１
日
（
木
）
か
ら
開
始
し

ま
す
。
４
月
以
降
で
も
途
中
加
入
は
で

き
ま
す
が
、
掛
け
金
は
加
入
時
期
の
長

短
に
関
わ
ら
ず
一
律
３
６
０
円
と
な
り

ま
す
。
共
済
期
間
を
最
大
限
利
用
す
る

た
め
に
も
、
３
月
30
日
（
金
）
ま
で
の

申
し
込
み
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
申
込
可
能
期
間

　
２
月
１
日
（
木
）
～

　
　
　
　
平
成
31
年
３
月
29
日
（
金
）

※ 

申
込
可
能
期
間
前
の
受
付
は
で
き
ま

せ
ん
。

■
共
済
期
間

○ 

３
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
の
場
合

　 

４
月
１
日
（
日
）
～

　
　
　
　
平
成
31
年
３
月
31
日
（
日
）

○ 

４
月
２
日
（
月
）
以
降
に
申
し
込
み
の
場
合

　 

加
入
日
翌
日
～

　
　
　
　
平
成
31
年
３
月
31
日
（
日
）

■
共
済
掛
金

　 

年
額
３
６
０
円
（
１
人
）

※
１
人
に
つ
き
１
口
に
限
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先
　
生
活
環
境
課

☎
73
‐
３
１
２
８

▼
『 

第
29
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

　美
術
展
』
作
品
募
集

　
県
内
在
住
の
60
歳
以
上
（
昭
和
34
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
の
ア

マ
チ
ュ
ア
の
方
を
対
象
に
美
術
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

■ 

美
術
展
の
開
催
期
間

　
５
月
９
日
（
水
）
～
14
日
（
月
）

■
場
所
　
県
立
美
術
館
（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｍ
）

■
募
集
作
品

　 

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
、

写
真

■
申
込
期
限
　
３
月
20
日
（
火
）
ま
で

※ 

申
込
用
紙
は
福
祉
対
策
課
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
福
祉
対
策
課
　
地
域
福
祉
係

☎ 
73
‐
３
１
２
１

FAX 
73
‐
２
８
３
３

▼
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

　『
口
座
振
替
』
が
便
利
で
お
得
で
す

　
口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
ま
す
と
、

保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る

こ
と
で
、
金
融
機
関
に
行
く
手
間
が
省

け
る
う
え
納
め
忘
れ
も
な
く
、
大
変
便

利
で
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
お
得
な
早

割
制
度
や
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。
前

納
は
『
２
年
前
納
』『
１
年
前
納
』『
６

カ
月
前
納
』
が
あ
り
、
２
年
度
分
を
ま

と
め
て
納
め
る
『
２
年
前
納
』
を
ご
利

用
い
た
だ
く
と
、
毎
月
納
付
す
る
場
合

と
比
べ
、
２
年
間
で
１
万
５
０
０
０
円

程
度
の
割
引
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
『
口
座
振
替
』『
前
納
制
度
』

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※ 

『
２
年
』『
１
年
』
前
納
の
お
申
し
込

み
は
、
２
月
末
ま
で
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（『
６
カ
月
前

納
』
に
限
り
２
月
末
と
８
月
末
締
め

切
り
）。

■
問
合
先
　
住
民
課
　
年
金
係

☎ 

73
‐
３
１
２
２

　４月１日より、下記の地域でもやすごみの収集曜日が変更となります。
　現行の収集ルートおよび日程は、日出町でごみ収集が始まった当初から変更してお
らず、曜日や地区によってごみの量が集中し、回収時間が 17 時以降になる地区が生
じるなど、現在の人口分布や交通事情に対応できていない状況となっています。
　そこで、各曜日における収集量の均等化を図ることで、効率的な収集を行い、ごみ
を早期に回収し環境美化を促進するため、今回の見直しを行うこととなりました。
　なお、全体の回収時間は早くなりますが、地域によっては、収集曜日変更の有無に
関わらず、これまでの回収時間と前後することがあります。
　これまでどおり、ごみ出しは収集日の朝８時 30 分までにお願いします。

【収集曜日】　Ａ地域（月・木）、Ｂ地域（火・金）、Ｃ地域（水・土）

４月１日より一部地域で
もやすごみの収集曜日が変更になります

収集曜日変更地区 3月 31日
まで

4 月 1 日
から

南端 全区 C B

豊岡
長野、団地東、団地西、団地南、団地北、中の二、
『太田・是城・中の三』のうち国道 10号より山側

B A

『太田・是城・中の三』のうち国道 10号より海側 C B
日出 尾久保 B A

藤原 東部、西部、中部、自然郷、南部 ( 国道 10号より西側 ) A B
一北、赤松 C B

川崎 宗行、則次、辻の尾、成行、内野 A C

■問合先　生活環境課　☎ 73-3128

▼
前
納
報
奨
金
制
度
が
廃
止
に
な
り
ま
す

　
平
成
30
年
度
か
ら
前
納
報
奨
金
制
度

を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
制
度
は
、
戦
後
の
混
乱
期
に
自
主
納

税
意
識
の
向
上
や
納
期
内
納
付
、
早
期

納
付
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す

が
、
当
初
の
目
的
が
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た

こ
と
や
、
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ
収
納

な
ど
納
税
環
境
の
整
備
が
進
ん
だ
こ
と

か
ら
、
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
早
期
納
付
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
に
は
、
心
か
ら
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
制
度
廃
止

へ
の
ご
理
解
と
引
き
続
き
納
期
内
納
付

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
前
納
報
奨
金
は
交
付
さ
れ
ま

せ
ん
が
、全
期
前
納
（
一
括
納
付
）
は
、

今
後
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
さ
れ
て
い
る
方
で

『
全
期
前
納
』
か
ら
『
期
別
納
付
』
に

変
更
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
利
用
の

金
融
機
関
で
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
　
税
務
課

☎
73
‐
３
１
２
３

▼
平
成
30
年
度
か
ら
豊
岡
地
区
の

　地
籍
調
査
を
開
始
し
ま
す

　
日
出
町
で
は
昭
和
61
年
度
か
ら
地
籍

調
査
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

調
査
は
国
土
調
査
法
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
る
大
切
な
調
査
で
、
個
々
の
土
地
を

明
確
に
す
る
も
の
で
す
。
地
籍
調
査

は
、
確
実
な
調
査
と
最
新
の
測
量
方
法

に
よ
っ
て
、
新
し
い
地
図(

地
籍
図)

と
台
帳(

地
籍
簿)

を
作
り
、
皆
さ
ま

の
土
地
の
正
し
い
位
置
、
形
、
地
番
、

面
積
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
で
す
。

　
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
境
界
確
認
の

立
会
い
や
調
査
成
果
の
閲
覧
な
ど
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
に
よ
る
測
量
経
費
な
ど

の
住
民
負
担
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

■ 

地
籍
調
査
は
こ
ん
な
こ
と
に
役
立
ち

ま
す

○
自
分
の
土
地
が
明
確
に

　 

境
界
を
い
つ
で
も
復
元
で
き
ま
す
。

境
界
紛
争
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
土
地
取
引
が
円
滑
に

　 

実
測
し
た
面
積
が
登
記
さ
れ
る
た

め
、
売
買
時
の
ト
ラ
ブ
ル
が
解
消
で

き
ま
す
。

○ 

迅
速
な
災
害
復
旧
が
可
能
に

　 

万
が
一
の
災
害
発
生
時
、
土
地
の
境

界
復
元
が
可
能
な
た
め
、
復
旧
に
時

間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

○ 

税
金
の
負
担
の
公
平
化
が
図
れ
る

　 

土
地
の
正
確
な
地
目
の
調
査
、
面
積

測
定
が
行
わ
れ
る
結
果
、
税
金
、
水

利
費
な
ど
の
負
担
の
公
平
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■ 

こ
れ
ま
で
の
地
籍
調
査
（
現
地
調

　立命館アジア太平洋大学（APU）では、国際
学生（留学生）を受け入れてくれるホストファ
ミリーを募集しています。APU は、約 90 の国・
地域の留学生 3,000 人が学ぶ国際的な大学で、
年間 6 回のホームステイプログラムを実施して
います。海外の文化や国際交流に興味がある、
子供たちと英語で交流して欲しいなど、APU の
ホームステイプログラムに興味や関心のある方
は、問い合わせ先までご連絡ください。

■所在地　別府市十文字原 1-1

■問合先
　 立命館アジア太平洋大学
　　スチューデント ･ オフィス
☎ 78-1104
メール：　apukoryu@apu.ac.jp
HP： 
http://www.apu.ac.jp/home/society/content45/

立命館アジア太平洋大学
『ホストファミリー募集』

査
）
実
施
地
区

　 

日
出
町
で
は
、
地
籍
調
査
事
業
に
着

手
し
て
か
ら
す
で
に
大
字
南
畑
の
一

部
、
大
字
真
那
井
、
大
字
大
神
、
大

字
藤
原
の
一
部
、
大
字
広
瀬
、
大
字

川
崎
、
大
字
平
道
が
終
了
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
平
成
30
年
度
か
ら
豊
岡

地
区
の
調
査
に
入
る
予
定
で
す
。

■
平
成
30
年
度
地
籍
調
査
実
施
地
区

　
豊
岡
太
田
区
・
豊
岡
是
城
区

■
問
合
先
　
農
林
水
産
課
　
地
籍
係

　
☎
73
‐
３
１
５
４

▼
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
つ
い
て

　
基
礎
調
査
を
行
い
ま
す

　
県
で
は
、
土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
を

受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
区
域
に
つ
い

て
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
『
基

礎
調
査
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
の

実
施
に
お
い
て
、
皆
さ
ま
の
敷
地
内
に

立
ち
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
調
査
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※ 

調
査
員
は
腕
章
を
着
用
し
、
身
分
証

明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

（『
大
分
県
基
礎
調
査
』
で
検
索
）。

■
問
合
先

　
県
別
府
土
木
事
務
所
　
河
港
砂
防
課

☎ 

67
‐
０
２
１
１
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▼
交
通
災
害
共
済
加
入
の
ご
案
内

　　
平
成
30
年
度
交
通
災
害
共
済
の
加
入

受
付
を
２
月
１
日
（
木
）
か
ら
開
始
し

ま
す
。
４
月
以
降
で
も
途
中
加
入
は
で

き
ま
す
が
、
掛
け
金
は
加
入
時
期
の
長

短
に
関
わ
ら
ず
一
律
３
６
０
円
と
な
り

ま
す
。
共
済
期
間
を
最
大
限
利
用
す
る

た
め
に
も
、
３
月
30
日
（
金
）
ま
で
の

申
し
込
み
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
申
込
可
能
期
間

　
２
月
１
日
（
木
）
～

　
　
　
　
平
成
31
年
３
月
29
日
（
金
）

※ 

申
込
可
能
期
間
前
の
受
付
は
で
き
ま

せ
ん
。

■
共
済
期
間

○ 

３
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
の
場
合

　 

４
月
１
日
（
日
）
～

　
　
　
　
平
成
31
年
３
月
31
日
（
日
）

○ 

４
月
２
日
（
月
）
以
降
に
申
し
込
み
の
場
合

　 

加
入
日
翌
日
～

　
　
　
　
平
成
31
年
３
月
31
日
（
日
）

■
共
済
掛
金

　 

年
額
３
６
０
円
（
１
人
）

※
１
人
に
つ
き
１
口
に
限
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先
　
生
活
環
境
課

☎
73
‐
３
１
２
８

▼
『 

第
29
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

　美
術
展
』
作
品
募
集

　
県
内
在
住
の
60
歳
以
上
（
昭
和
34
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
の
ア

マ
チ
ュ
ア
の
方
を
対
象
に
美
術
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

■ 

美
術
展
の
開
催
期
間

　
５
月
９
日
（
水
）
～
14
日
（
月
）

■
場
所
　
県
立
美
術
館
（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｍ
）

■
募
集
作
品

　 

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
、

写
真

■
申
込
期
限
　
３
月
20
日
（
火
）
ま
で

※ 

申
込
用
紙
は
福
祉
対
策
課
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
福
祉
対
策
課
　
地
域
福
祉
係

☎ 

73
‐
３
１
２
１

FAX 

73
‐
２
８
３
３

▼
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

　『
口
座
振
替
』
が
便
利
で
お
得
で
す

　
口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
ま
す
と
、

保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る

こ
と
で
、
金
融
機
関
に
行
く
手
間
が
省

け
る
う
え
納
め
忘
れ
も
な
く
、
大
変
便

利
で
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
お
得
な
早

割
制
度
や
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。
前

納
は
『
２
年
前
納
』『
１
年
前
納
』『
６

カ
月
前
納
』
が
あ
り
、
２
年
度
分
を
ま

と
め
て
納
め
る
『
２
年
前
納
』
を
ご
利

用
い
た
だ
く
と
、
毎
月
納
付
す
る
場
合

と
比
べ
、
２
年
間
で
１
万
５
０
０
０
円

程
度
の
割
引
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
『
口
座
振
替
』『
前
納
制
度
』

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※ 

『
２
年
』『
１
年
』
前
納
の
お
申
し
込

み
は
、
２
月
末
ま
で
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（『
６
カ
月
前

納
』
に
限
り
２
月
末
と
８
月
末
締
め

切
り
）。

■
問
合
先
　
住
民
課
　
年
金
係

☎ 

73
‐
３
１
２
２

　４月１日より、下記の地域でもやすごみの収集曜日が変更となります。
　現行の収集ルートおよび日程は、日出町でごみ収集が始まった当初から変更してお
らず、曜日や地区によってごみの量が集中し、回収時間が 17 時以降になる地区が生
じるなど、現在の人口分布や交通事情に対応できていない状況となっています。
　そこで、各曜日における収集量の均等化を図ることで、効率的な収集を行い、ごみ
を早期に回収し環境美化を促進するため、今回の見直しを行うこととなりました。
　なお、全体の回収時間は早くなりますが、地域によっては、収集曜日変更の有無に
関わらず、これまでの回収時間と前後することがあります。
　これまでどおり、ごみ出しは収集日の朝８時 30 分までにお願いします。

【収集曜日】　Ａ地域（月・木）、Ｂ地域（火・金）、Ｃ地域（水・土）

４月１日より一部地域で
もやすごみの収集曜日が変更になります

収集曜日変更地区 3月 31日
まで

4 月 1 日
から

南端 全区 C B

豊岡
長野、団地東、団地西、団地南、団地北、中の二、
『太田・是城・中の三』のうち国道 10号より山側

B A

『太田・是城・中の三』のうち国道 10号より海側 C B
日出 尾久保 B A

藤原 東部、西部、中部、自然郷、南部 ( 国道 10号より西側 ) A B
一北、赤松 C B

川崎 宗行、則次、辻の尾、成行、内野 A C

■問合先　生活環境課　☎ 73-3128

▼
前
納
報
奨
金
制
度
が
廃
止
に
な
り
ま
す

　
平
成
30
年
度
か
ら
前
納
報
奨
金
制
度

を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
制
度
は
、
戦
後
の
混
乱
期
に
自
主
納

税
意
識
の
向
上
や
納
期
内
納
付
、
早
期

納
付
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す

が
、
当
初
の
目
的
が
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た

こ
と
や
、
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ
収
納

な
ど
納
税
環
境
の
整
備
が
進
ん
だ
こ
と

か
ら
、
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
早
期
納
付
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
に
は
、
心
か
ら
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
制
度
廃
止

へ
の
ご
理
解
と
引
き
続
き
納
期
内
納
付

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
前
納
報
奨
金
は
交
付
さ
れ
ま

せ
ん
が
、全
期
前
納
（
一
括
納
付
）
は
、

今
後
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
さ
れ
て
い
る
方
で

『
全
期
前
納
』
か
ら
『
期
別
納
付
』
に

変
更
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
利
用
の

金
融
機
関
で
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
　
税
務
課

☎
73
‐
３
１
２
３

▼
平
成
30
年
度
か
ら
豊
岡
地
区
の

　地
籍
調
査
を
開
始
し
ま
す

　
日
出
町
で
は
昭
和
61
年
度
か
ら
地
籍

調
査
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

調
査
は
国
土
調
査
法
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
る
大
切
な
調
査
で
、
個
々
の
土
地
を

明
確
に
す
る
も
の
で
す
。
地
籍
調
査

は
、
確
実
な
調
査
と
最
新
の
測
量
方
法

に
よ
っ
て
、
新
し
い
地
図(

地
籍
図)

と
台
帳(

地
籍
簿)

を
作
り
、
皆
さ
ま

の
土
地
の
正
し
い
位
置
、
形
、
地
番
、

面
積
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
で
す
。

　
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
境
界
確
認
の

立
会
い
や
調
査
成
果
の
閲
覧
な
ど
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
に
よ
る
測
量
経
費
な
ど

の
住
民
負
担
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

■ 
地
籍
調
査
は
こ
ん
な
こ
と
に
役
立
ち

ま
す

○
自
分
の
土
地
が
明
確
に

　 

境
界
を
い
つ
で
も
復
元
で
き
ま
す
。

境
界
紛
争
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
土
地
取
引
が
円
滑
に

　 

実
測
し
た
面
積
が
登
記
さ
れ
る
た

め
、
売
買
時
の
ト
ラ
ブ
ル
が
解
消
で

き
ま
す
。

○ 

迅
速
な
災
害
復
旧
が
可
能
に

　 

万
が
一
の
災
害
発
生
時
、
土
地
の
境

界
復
元
が
可
能
な
た
め
、
復
旧
に
時

間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

○ 

税
金
の
負
担
の
公
平
化
が
図
れ
る

　 

土
地
の
正
確
な
地
目
の
調
査
、
面
積

測
定
が
行
わ
れ
る
結
果
、
税
金
、
水

利
費
な
ど
の
負
担
の
公
平
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■ 

こ
れ
ま
で
の
地
籍
調
査
（
現
地
調

　立命館アジア太平洋大学（APU）では、国際
学生（留学生）を受け入れてくれるホストファ
ミリーを募集しています。APU は、約 90 の国・
地域の留学生 3,000 人が学ぶ国際的な大学で、
年間 6 回のホームステイプログラムを実施して
います。海外の文化や国際交流に興味がある、
子供たちと英語で交流して欲しいなど、APU の
ホームステイプログラムに興味や関心のある方
は、問い合わせ先までご連絡ください。

■所在地　別府市十文字原 1-1

■問合先
　 立命館アジア太平洋大学
　　スチューデント ･ オフィス
☎ 78-1104
メール：　apukoryu@apu.ac.jp
HP： 
http://www.apu.ac.jp/home/society/content45/

立命館アジア太平洋大学
『ホストファミリー募集』

査
）
実
施
地
区

　 

日
出
町
で
は
、
地
籍
調
査
事
業
に
着

手
し
て
か
ら
す
で
に
大
字
南
畑
の
一

部
、
大
字
真
那
井
、
大
字
大
神
、
大

字
藤
原
の
一
部
、
大
字
広
瀬
、
大
字

川
崎
、
大
字
平
道
が
終
了
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
平
成
30
年
度
か
ら
豊
岡

地
区
の
調
査
に
入
る
予
定
で
す
。

■
平
成
30
年
度
地
籍
調
査
実
施
地
区

　
豊
岡
太
田
区
・
豊
岡
是
城
区

■
問
合
先
　
農
林
水
産
課
　
地
籍
係

　
☎
73
‐
３
１
５
４

▼
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
つ
い
て

　
基
礎
調
査
を
行
い
ま
す

　
県
で
は
、
土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
を

受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
区
域
に
つ
い

て
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
『
基

礎
調
査
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
の

実
施
に
お
い
て
、
皆
さ
ま
の
敷
地
内
に

立
ち
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
調
査
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※ 

調
査
員
は
腕
章
を
着
用
し
、
身
分
証

明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

（『
大
分
県
基
礎
調
査
』
で
検
索
）。

■
問
合
先

　
県
別
府
土
木
事
務
所
　
河
港
砂
防
課

☎ 

67
‐
０
２
１
１

2018.2⑨



🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰
　所在地　日出町大字豊岡 6060 番地 29
　構造　　中層耐火構造
　家賃　　11,800 円～ 17,500 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽・ボイラーは入居者負担、下水道設備有

🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱
　所在地　日出町大字豊岡 6060 番地 29
　構造　　中層耐火構造
　家賃　　12,400 円～ 18,500 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽・ボイラーは入居者負担、下水道設備有
　
応募者が供給戸数を上回る場合は抽選となります。

■募集期間　２月１日（木）～２月 23 日（金）
■抽選日時　２月 28 日（水）10 時～
■抽選会場　役場旧館３階　大会議室
■応募資格　※次のすべてに該当する方
　① 町内に住所を有する、または勤務先が町内にあ

ること
　② 同居する親族があること。ただし裁量世帯の場

合はこの限りではない

町営住宅入居者募集（２月分）

　③ 入居者の合算所得（各種控除後）が月額 158,000
円以下であること。ただし裁量世帯の場合は
214,000 円以下

　④税金の滞納がないこと
　⑤入居者名義の持家がないこと
　⑥独立していて、他の者の扶養に入ってないこと
　⑦現に住宅に困っていること
　⑧入居者が暴力団員ではないこと

■随時募集の住宅について
　 以下の住宅については随時募集としています。入

居希望がある場合は、先着順で受け付けています
ので、お問い合わせください。

 　
【随時募集】町営・藤原住宅（２階建）

　所在地　日出町大字藤原 459 番地１　他
　構造　　簡易耐火構造二階建
　家賃　　8,600 円～ 15,300 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽・ボイラーは入居者負担
　※トイレはくみ取り式
　※入居指定日があります。

■申込・問合先　
　都市建設課 管理係　☎ 73-3172

『大分×南伊豆』林業男子に学ぶ 対談形式 Ｗ
ワークショップ

Ｓ
　静岡県南伊豆で百業（林業・農業・狩猟・コンサルタント）を営む野村達

た つ や

哉氏と、大分県マルマタ林
業株式会社 緒方 淳

あつし

氏が、大分の森の現状と南伊豆の自然と向き合う暮らしぶりを交えてぶっちゃけ本
音トーク。そこから、耕作放棄地などの農林地活用で皆さんが抱えている現状・困っていることを引き
出したいと思っています。自然に生きる生活を一緒に考えましょう！
■日時 　2 月 17 日 （土）　　

【午前の部】  10 時～ 12 時　対談形式ワークショップと質疑応答タイム
（昼食各自）
【午後の部】13 時～ 16 時　フィールドワーク
　　　　　　　　　　　　（※事前に申し込まれた方で希望される方のみ）
※午後の部の応募者が多数の場合は、こちらで選ばせていただきます。
※現地へ実際に講師が出向き、やりたいこと・お困りごとの相談にのります。
　 希望者がいない場合や調整が難しい場合は、協力隊 松澤宅（大神地区）で実施し

ます。
■場所　交流ひろば HiCaLi ２Ｆ 多目的室３
■定員　15 ～ 20 名

電話またはメールにて、お申し込みを受け付けています！
■問合先　政策推進課 　☎ 73-3116
　E-mail:  matsuzawa.kyouko@town.hiji.oita.jp　日出町まちづくり協力隊（松澤）
※ 午後の部で現地視察を希望される方は、後日こちらからご連絡させていただき

ますので、お名前と日中繋がる連絡先をご申告のうえ、お申し込みください。

日出町まちづくり協力隊 presents  自然に寄り添ったライフスタイルの提案

【講師】
野村  達哉  氏
㈱森林文化研究所
代表取締役 
http://forestac.com/

日出町まちづくり協力隊
松澤  京子

平成30年度の町非常勤・臨時職員を募集します
職種

（採用予定人数） 必要な資格・条件 職務内容 報酬
など

非
常
勤
職
員

役場本庁舎宿直
（2 名） 特になし（2 日ごとの交代勤務） 庁舎巡視・開閉管理、文書・届出の受理

及び受付、電話受付など ①

役場本庁舎日直
（1 名） 特になし（土日祝日及び年末年始の勤務） 庁舎巡視・開閉管理、文書・届出の受理

及び受付、電話受付など ②

地区公民館事務
（３～ 4 名）

普通自動車免許、パソコン操作が可能な
方

地区公民館施設維持管理・公民館行事企
画運営業務・地域振興業務など ③

管理栄養士
（1 名）

管理栄養士免許、普通自動車免許、パソ
コン操作可能な方

特定保健指導や糖尿病性腎症重症化予防
等の栄養指導・関連事務 ④

保健師または看
護師（1 名）

保健師（正看護師）免許、普通自動車免
許、パソコン操作可能な方

特定保健指導や糖尿病性腎症重症化予防
等の保健指導・関連事務 ⑤

介護支援専門員
（2 名）

介護支援専門員免許、普通自動車免許、
パソコン操作可能な方

要支援者等の介護予防支援及び介護予防
ケアマネジメント業務 ⑥

道路・公園維持
管理（2 名）

普通自動車免許、草刈機・チェーンソー
を使用した作業が可能な方

草刈り、道路側溝の泥上げ、立木伐採、
清掃など ⑦

パークゴルフ場
事務および作業
員（3 名）

普通自動車免許 糸ヶ浜パークゴルフ場の受付およびコー
ス整備 ⑧

校務員（若干名） パソコン操作可能な方 学校内での事務補助、資料作成補助、教
育委員会との連絡調整など ⑨

中央公民館事務
（1 名）

普通自動車免許、パソコン操作が可能な
方

中央公民館貸館・公民館行事企画運営業
務など ⑩

中央公民館・交
流ひろば HiCaLi
宿日直

（4 ～ 5 名）

特になし（日直は土日祝日及び年末年始
の勤務、宿直は毎日）

中央公民館の宿直、日直及び交流ひろば
HiCaLi の宿直（ローテーション勤務） ⑪

臨
時
職
員

一般事務（若干名） パソコン操作が可能な方 事務補助、窓口業務など ⑫

道路・公園維持
管理（2 名）

普通自動車免許、草刈機・チェーンソー
を使用した作業が可能な方

草刈り、道路側溝の泥上げ、立木伐採、
清掃など ⑬

図書館事務
（1 名）

パソコン操作可能な方（早番・遅番の交
代勤務）

町立図書館での事務補助、開館・閉館準
備など ⑭

幼稚園臨時講師
（若干名） 幼稚園教員免許 幼稚園教諭 ⑮

■雇用期間　※いずれも更新の可能性あり
○非常勤職員　平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日　　　　　　　
○臨時職員　　平成 30 年４月１日～平成 30 年９月 30 日　※最長 1 年

■勤務時間、日数、賃金など
①勤務時間 17 時～翌日 8 時 30 分／ 1 回 7,200 円　　　　
②勤務時間 8 時 30 分～ 17 時／日額 6,400 円
③～⑩勤務時間８時 30 分～ 16 時 30 分（1 日７時間 15 分）、
　　　平日 17 日勤務（土日祝や９時～ 17 時勤務の職種あり）
③日額 8,200 円　④日額 10,800 円　⑤日額 11,800 円（看護師 10,800 円）
⑥日額 10,800 円　⑦～⑩日額 7,600 円　　　
⑪中央公民館日直　８時 30 分～ 17 時／日額 6,400 円　
　中央公民館宿直　17 時～ 22 時／日額 4,125 円
　交流ひろば HiCaLi 宿直　18 時～ 22 時／日額 3,300 円
⑫⑬勤務時間８時 30 分～ 17 時（1 日７時間 45 分）／日額 6,400 円
⑭勤務時間 1 日 7 時間 45 分／日額 6,400 円

（平日）８時 30 分～ 17 時、10 時 30 分～ 19 時
（土日祝）８時 30 分～ 17 時、９時～ 17 時 30 分
⑮勤務時間 1 日７時間 45 分／日額 8,100 円（期末手当有）

■募集期間
2 月 5 日 ( 月 ) ～ 2 月 26 日 ( 月 ) 必着
※土・日・祝日を除く

■申込方法
市販の履歴書 (JIS 規格・A3 サイズ )
に必要事項と希望職種を記入し総務課
に提出してください。後日面接等を行
います。ただし、⑨⑮は教育総務課（中
央公民館 2 階）、⑩⑪は生涯学習課（中
央公民館）、⑭は町立図書館（P15 に
休館日）に提出してください。

■提出・問合先
総務課   ☎ 73-3150
教育総務課（⑨⑮） ☎ 73-3157
生涯学習課（⑩⑪） ☎ 73-3156
町立図書館（⑭）  ☎ 72-3232
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🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰
　所在地　日出町大字豊岡 6060 番地 29
　構造　　中層耐火構造
　家賃　　11,800 円～ 17,500 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽・ボイラーは入居者負担、下水道設備有

🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱
　所在地　日出町大字豊岡 6060 番地 29
　構造　　中層耐火構造
　家賃　　12,400 円～ 18,500 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽・ボイラーは入居者負担、下水道設備有
　
応募者が供給戸数を上回る場合は抽選となります。

■募集期間　２月１日（木）～２月 23 日（金）
■抽選日時　２月 28 日（水）10 時～
■抽選会場　役場旧館３階　大会議室
■応募資格　※次のすべてに該当する方
　① 町内に住所を有する、または勤務先が町内にあ

ること
　② 同居する親族があること。ただし裁量世帯の場

合はこの限りではない

町営住宅入居者募集（２月分）

　③ 入居者の合算所得（各種控除後）が月額 158,000
円以下であること。ただし裁量世帯の場合は
214,000 円以下

　④税金の滞納がないこと
　⑤入居者名義の持家がないこと
　⑥独立していて、他の者の扶養に入ってないこと
　⑦現に住宅に困っていること
　⑧入居者が暴力団員ではないこと

■随時募集の住宅について
　 以下の住宅については随時募集としています。入

居希望がある場合は、先着順で受け付けています
ので、お問い合わせください。

 　
【随時募集】町営・藤原住宅（２階建）

　所在地　日出町大字藤原 459 番地１　他
　構造　　簡易耐火構造二階建
　家賃　　8,600 円～ 15,300 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽・ボイラーは入居者負担
　※トイレはくみ取り式
　※入居指定日があります。

■申込・問合先　
　都市建設課 管理係　☎ 73-3172

『大分×南伊豆』林業男子に学ぶ 対談形式 Ｗ
ワークショップ

Ｓ
　静岡県南伊豆で百業（林業・農業・狩猟・コンサルタント）を営む野村達

た つ や

哉氏と、大分県マルマタ林
業株式会社 緒方 淳

あつし

氏が、大分の森の現状と南伊豆の自然と向き合う暮らしぶりを交えてぶっちゃけ本
音トーク。そこから、耕作放棄地などの農林地活用で皆さんが抱えている現状・困っていることを引き
出したいと思っています。自然に生きる生活を一緒に考えましょう！
■日時 　2 月 17 日 （土）　　

【午前の部】  10 時～ 12 時　対談形式ワークショップと質疑応答タイム
（昼食各自）
【午後の部】13 時～ 16 時　フィールドワーク
　　　　　　　　　　　　（※事前に申し込まれた方で希望される方のみ）
※午後の部の応募者が多数の場合は、こちらで選ばせていただきます。
※現地へ実際に講師が出向き、やりたいこと・お困りごとの相談にのります。
　 希望者がいない場合や調整が難しい場合は、協力隊 松澤宅（大神地区）で実施し

ます。
■場所　交流ひろば HiCaLi ２Ｆ 多目的室３
■定員　15 ～ 20 名

電話またはメールにて、お申し込みを受け付けています！
■問合先　政策推進課 　☎ 73-3116
　E-mail:  matsuzawa.kyouko@town.hiji.oita.jp　日出町まちづくり協力隊（松澤）
※ 午後の部で現地視察を希望される方は、後日こちらからご連絡させていただき

ますので、お名前と日中繋がる連絡先をご申告のうえ、お申し込みください。

日出町まちづくり協力隊 presents  自然に寄り添ったライフスタイルの提案

【講師】
野村  達哉  氏
㈱森林文化研究所
代表取締役 
http://forestac.com/

日出町まちづくり協力隊
松澤  京子

平成30年度の町非常勤・臨時職員を募集します
職種

（採用予定人数） 必要な資格・条件 職務内容 報酬
など

非
常
勤
職
員

役場本庁舎宿直
（2 名） 特になし（2 日ごとの交代勤務） 庁舎巡視・開閉管理、文書・届出の受理

及び受付、電話受付など ①

役場本庁舎日直
（1 名） 特になし（土日祝日及び年末年始の勤務） 庁舎巡視・開閉管理、文書・届出の受理

及び受付、電話受付など ②

地区公民館事務
（３～ 4 名）

普通自動車免許、パソコン操作が可能な
方

地区公民館施設維持管理・公民館行事企
画運営業務・地域振興業務など ③

管理栄養士
（1 名）

管理栄養士免許、普通自動車免許、パソ
コン操作可能な方

特定保健指導や糖尿病性腎症重症化予防
等の栄養指導・関連事務 ④

保健師または看
護師（1 名）

保健師（正看護師）免許、普通自動車免
許、パソコン操作可能な方

特定保健指導や糖尿病性腎症重症化予防
等の保健指導・関連事務 ⑤

介護支援専門員
（2 名）

介護支援専門員免許、普通自動車免許、
パソコン操作可能な方

要支援者等の介護予防支援及び介護予防
ケアマネジメント業務 ⑥

道路・公園維持
管理（2 名）

普通自動車免許、草刈機・チェーンソー
を使用した作業が可能な方

草刈り、道路側溝の泥上げ、立木伐採、
清掃など ⑦

パークゴルフ場
事務および作業
員（3 名）

普通自動車免許 糸ヶ浜パークゴルフ場の受付およびコー
ス整備 ⑧

校務員（若干名） パソコン操作可能な方 学校内での事務補助、資料作成補助、教
育委員会との連絡調整など ⑨

中央公民館事務
（1 名）

普通自動車免許、パソコン操作が可能な
方

中央公民館貸館・公民館行事企画運営業
務など ⑩

中央公民館・交
流ひろば HiCaLi
宿日直

（4 ～ 5 名）

特になし（日直は土日祝日及び年末年始
の勤務、宿直は毎日）

中央公民館の宿直、日直及び交流ひろば
HiCaLi の宿直（ローテーション勤務） ⑪

臨
時
職
員

一般事務（若干名） パソコン操作が可能な方 事務補助、窓口業務など ⑫

道路・公園維持
管理（2 名）

普通自動車免許、草刈機・チェーンソー
を使用した作業が可能な方

草刈り、道路側溝の泥上げ、立木伐採、
清掃など ⑬

図書館事務
（1 名）

パソコン操作可能な方（早番・遅番の交
代勤務）

町立図書館での事務補助、開館・閉館準
備など ⑭

幼稚園臨時講師
（若干名） 幼稚園教員免許 幼稚園教諭 ⑮

■雇用期間　※いずれも更新の可能性あり
○非常勤職員　平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日　　　　　　　
○臨時職員　　平成 30 年４月１日～平成 30 年９月 30 日　※最長 1 年

■勤務時間、日数、賃金など
①勤務時間 17 時～翌日 8 時 30 分／ 1 回 7,200 円　　　　
②勤務時間 8 時 30 分～ 17 時／日額 6,400 円
③～⑩勤務時間８時 30 分～ 16 時 30 分（1 日７時間 15 分）、
　　　平日 17 日勤務（土日祝や９時～ 17 時勤務の職種あり）
③日額 8,200 円　④日額 10,800 円　⑤日額 11,800 円（看護師 10,800 円）
⑥日額 10,800 円　⑦～⑩日額 7,600 円　　　
⑪中央公民館日直　８時 30 分～ 17 時／日額 6,400 円　
　中央公民館宿直　17 時～ 22 時／日額 4,125 円
　交流ひろば HiCaLi 宿直　18 時～ 22 時／日額 3,300 円
⑫⑬勤務時間８時 30 分～ 17 時（1 日７時間 45 分）／日額 6,400 円
⑭勤務時間 1 日 7 時間 45 分／日額 6,400 円

（平日）８時 30 分～ 17 時、10 時 30 分～ 19 時
（土日祝）８時 30 分～ 17 時、９時～ 17 時 30 分
⑮勤務時間 1 日７時間 45 分／日額 8,100 円（期末手当有）

■募集期間
2 月 5 日 ( 月 ) ～ 2 月 26 日 ( 月 ) 必着
※土・日・祝日を除く

■申込方法
市販の履歴書 (JIS 規格・A3 サイズ )
に必要事項と希望職種を記入し総務課
に提出してください。後日面接等を行
います。ただし、⑨⑮は教育総務課（中
央公民館 2 階）、⑩⑪は生涯学習課（中
央公民館）、⑭は町立図書館（P15 に
休館日）に提出してください。

■提出・問合先
総務課   ☎ 73-3150
教育総務課（⑨⑮） ☎ 73-3157
生涯学習課（⑩⑪） ☎ 73-3156
町立図書館（⑭）  ☎ 72-3232
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選挙管理委員会からのお知らせ

　日出町の選挙への意識と実態を把握し、今後の選挙の参考とするため、平成 29 年６月 15 日から１カ月間、アンケー
トを実施しました。結果について、一部抜粋してご報告します。詳細を知りたい方は、日出町ホームページからご覧
ください。

■調査対象者　町内在住 18 歳以上の男女 1,200 人
■調査期間　　平成 29 年６月 15 日～平成 29 年７月 15 日
■調査方法　　選挙人名簿より、年齢別に無作為に抽出し郵便にて配布・回収
■回収状況　　有効回収数 501 人（男性 226 人、女性 270 人、無回答５人）

問１　あなたが選挙当日に投票するとき、どの時間帯に行くことが多いですか。　

　→　午前中に投票をする人が 67.4％で、投票者の大半が午前中に投票している

問２   現在、選挙当日の投票時間の終了時刻は午後８時（第 10、11 投票所を除く）となっていますが、当日の終了時
刻を早めることについてどう思いますか。

　→　投票時間の繰上げに「賛成」が 68.7％で約７割が賛成という結果

問８　次の場所で期日前投票所を開設する場合、利用しようと思う場所はありますか。

　→　最寄りの地区公民館が最も高く、43.7％

問 10  いろいろな選挙がありますが、あなたが一番関心をもっている選挙は次のうちどれですか。

　→　一番関心のある選挙は、「衆議院議員総選挙」で 23.8％

問 17   ３月には、日出町議会議員一般選挙が予定されています。多くの人に投票してもらうために、今後どのような
ことを行うべきだと思いますか。   

　→　期日前投票所を「人が多く集まる便利な場所に設置する」が 50.7％と最多

　選挙のアンケート調査の結果について

■選挙に関するお問い合わせは

　日出町選挙管理委員会（総務課行政係）

　☎ 73-3150

　日出町議会議員一般選挙の臨時職員を下記のとおり募集します。
　応募される方は、履歴書にご記入のうえ、日出町役場総務課までご提出ください。短期間ではありますが、応募を
お待ちしています。

■期　　間　３月 21 日（水）～ 24 日（土）の４日間
■時　　間　８時 30 分～ 17 時（45 分休憩あり）
■場　　所　日出町役場新館１階町民ホール、中央公民館内
■賃　　金　１日当たり 6,400 円
■応募条件　日出町に在住の方（年齢は問いません）
■募集人数　10 名
■内容
　主に、期日前投票所での受付業務となりますが、具体的には以下の３つに別れます。
① 入場券と名簿の照合（入場券を持ってこない方の本人確認の際に、簡単な電算操作

があります）
②期日前投票の宣誓書の記入方法を説明する
③投票用紙を交付する
■提出先　　　総務課　行政係
■提出方法　　履歴書を直接持参されるか、郵送で下記の住所に送付してください。
　　　　　　　〒 879-1592　日出町 2974 番地の１　日出町役場  総務課行政係  行
■提出期限　　２月 23 日（金）
■その他
　結果については、書類選考のうえ、３月２日（金）までにご連絡させていただきます。

　昨年 6 月に実施した、アンケート調査の結果を受けて、日出町議会議員一般選挙から一部見直しを行います。
　なお、アンケート調査で受けたご要望等で、投票環境の向上に繋がる内容については、今後順次見直しを実施して
いきます。

①期日前投票所を１箇所増設します

　期日前投票制度が浸透し、年々投票者数が増加しています。特に、昨年 10 月に執行された衆議院議員総選挙では、
期日前投票率が 24.26％と高くなっています。また、期日前投票期間の短い町の選挙では、期日前投票の初日から期
日前投票所が混雑することが想定されます。期日前投票所を１箇所増設することで、投票環境の向上を図ります。

②全投票区（南端地区を除く）の投票時間を１時間繰り上げます（20時→ 19時まで）

　日出町の選挙当日の 19 時から 20 時までの投票率は、直近の選挙の平均でみると、1.3％と低く、19 時以降は投票
者数が非常に少ないのが現状です。また、アンケート調査では、回答者の約７割が投票時間の繰上げに賛成しています。
このようなことから、全投票区で投票時間を１時間繰り上げ、19 時までとします（南端地区はこれまでどおり 18 時
までとします）。１時間繰り上げることにより、投票率の低下が懸念されますが、年々投票率が向上している期日前投
票所を増設することで、投票率の低下とならないように努めていきます。

　３月の日出町議会議員一般選挙から一部見直しをします

　日出町議会議員一般選挙のお知らせ

　任期満了に伴う日出町議会議員一般選挙の日程が決まりましたので、お知らせします。

■投開票日　　　　　３月 25 日（日）
■選挙を行うべき議員の数　 16 人
■告示日　　　　　　３月 20 日（火）
■変更点
①期日前投票所を１箇所増設
　【場所】日出町中央公民館（新設）
　【期間】3 月 21 日（水）～ 3 月 24 日（土）
　【時間】9 時～ 17 時
　詳しくは、町報３月号でお知らせします。
②投票当日の投票時間を全投票区１時間繰上げ（南端地区を除く）
　【内容】投票時間　７時～ 20 時まで　→　７時～ 19 時に変更

　日出町議会議員一般選挙の期日前投票事務の臨時職員募集

応募を
お待ちしています !
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選挙管理委員会からのお知らせ

　日出町の選挙への意識と実態を把握し、今後の選挙の参考とするため、平成 29 年６月 15 日から１カ月間、アンケー
トを実施しました。結果について、一部抜粋してご報告します。詳細を知りたい方は、日出町ホームページからご覧
ください。

■調査対象者　町内在住 18 歳以上の男女 1,200 人
■調査期間　　平成 29 年６月 15 日～平成 29 年７月 15 日
■調査方法　　選挙人名簿より、年齢別に無作為に抽出し郵便にて配布・回収
■回収状況　　有効回収数 501 人（男性 226 人、女性 270 人、無回答５人）

問１　あなたが選挙当日に投票するとき、どの時間帯に行くことが多いですか。　

　→　午前中に投票をする人が 67.4％で、投票者の大半が午前中に投票している

問２   現在、選挙当日の投票時間の終了時刻は午後８時（第 10、11 投票所を除く）となっていますが、当日の終了時
刻を早めることについてどう思いますか。

　→　投票時間の繰上げに「賛成」が 68.7％で約７割が賛成という結果

問８　次の場所で期日前投票所を開設する場合、利用しようと思う場所はありますか。

　→　最寄りの地区公民館が最も高く、43.7％

問 10  いろいろな選挙がありますが、あなたが一番関心をもっている選挙は次のうちどれですか。

　→　一番関心のある選挙は、「衆議院議員総選挙」で 23.8％

問 17   ３月には、日出町議会議員一般選挙が予定されています。多くの人に投票してもらうために、今後どのような
ことを行うべきだと思いますか。   

　→　期日前投票所を「人が多く集まる便利な場所に設置する」が 50.7％と最多

　選挙のアンケート調査の結果について

■選挙に関するお問い合わせは

　日出町選挙管理委員会（総務課行政係）

　☎ 73-3150

　日出町議会議員一般選挙の臨時職員を下記のとおり募集します。
　応募される方は、履歴書にご記入のうえ、日出町役場総務課までご提出ください。短期間ではありますが、応募を
お待ちしています。

■期　　間　３月 21 日（水）～ 24 日（土）の４日間
■時　　間　８時 30 分～ 17 時（45 分休憩あり）
■場　　所　日出町役場新館１階町民ホール、中央公民館内
■賃　　金　１日当たり 6,400 円
■応募条件　日出町に在住の方（年齢は問いません）
■募集人数　10 名
■内容
　主に、期日前投票所での受付業務となりますが、具体的には以下の３つに別れます。
① 入場券と名簿の照合（入場券を持ってこない方の本人確認の際に、簡単な電算操作

があります）
②期日前投票の宣誓書の記入方法を説明する
③投票用紙を交付する
■提出先　　　総務課　行政係
■提出方法　　履歴書を直接持参されるか、郵送で下記の住所に送付してください。
　　　　　　　〒 879-1592　日出町 2974 番地の１　日出町役場  総務課行政係  行
■提出期限　　２月 23 日（金）
■その他
　結果については、書類選考のうえ、３月２日（金）までにご連絡させていただきます。

　昨年 6 月に実施した、アンケート調査の結果を受けて、日出町議会議員一般選挙から一部見直しを行います。
　なお、アンケート調査で受けたご要望等で、投票環境の向上に繋がる内容については、今後順次見直しを実施して
いきます。

①期日前投票所を１箇所増設します

　期日前投票制度が浸透し、年々投票者数が増加しています。特に、昨年 10 月に執行された衆議院議員総選挙では、
期日前投票率が 24.26％と高くなっています。また、期日前投票期間の短い町の選挙では、期日前投票の初日から期
日前投票所が混雑することが想定されます。期日前投票所を１箇所増設することで、投票環境の向上を図ります。

②全投票区（南端地区を除く）の投票時間を１時間繰り上げます（20時→ 19時まで）

　日出町の選挙当日の 19 時から 20 時までの投票率は、直近の選挙の平均でみると、1.3％と低く、19 時以降は投票
者数が非常に少ないのが現状です。また、アンケート調査では、回答者の約７割が投票時間の繰上げに賛成しています。
このようなことから、全投票区で投票時間を１時間繰り上げ、19 時までとします（南端地区はこれまでどおり 18 時
までとします）。１時間繰り上げることにより、投票率の低下が懸念されますが、年々投票率が向上している期日前投
票所を増設することで、投票率の低下とならないように努めていきます。

　３月の日出町議会議員一般選挙から一部見直しをします

　日出町議会議員一般選挙のお知らせ

　任期満了に伴う日出町議会議員一般選挙の日程が決まりましたので、お知らせします。

■投開票日　　　　　３月 25 日（日）
■選挙を行うべき議員の数　 16 人
■告示日　　　　　　３月 20 日（火）
■変更点
①期日前投票所を１箇所増設
　【場所】日出町中央公民館（新設）
　【期間】3 月 21 日（水）～ 3 月 24 日（土）
　【時間】9 時～ 17 時
　詳しくは、町報３月号でお知らせします。
②投票当日の投票時間を全投票区１時間繰上げ（南端地区を除く）
　【内容】投票時間　７時～ 20 時まで　→　７時～ 19 時に変更

　日出町議会議員一般選挙の期日前投票事務の臨時職員募集

応募を
お待ちしています !
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は
じ
め
ま
し
て
。
株
式
会
社
九
州
セ
ミ
コ
ン
ダ

ク
タ
ー
Ｋ
Ａ
Ｗ
で
す
。
弊
社
は
昭
和
57
年
に
九
州

航
空
株
式
会
社
日
出
営
業
所
と
し
て
開
設
し
、
そ

の
後
、
平
成
22
年
４
月
に
半
導
体
事
業
部
を
分
社

化
し
て
創
業
し
ま
し
た
。『
Ｋ
Ａ
Ｗ
』
は
そ
の
名
残

で
、『
九
州
エ
ア
ウ
ェ
イ
ズ
（
九
州
航
空
）』
を
意

味
し
て
い
ま
す
。

　
会
社
の
基
本
方
針
と
し
て
『
誠
意
と
熱
意
と
創

意
を
持
っ
て
感
動
の
技
術
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
』
を
掲
げ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
社
員
一

丸
と
な
っ
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
と
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証

も
取
得
し
て
お
り
、
品
質
と
環
境
に
配
慮
し
た
企

業
と
し
て
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
弊
社
は
、
日
出
町
川
崎
と
杵
築
市
山
香
町
に
工

場
を
有
し
て
お
り
、
ウ
エ
ハ
ー
（
半
導
体
で
作
ら

れ
た
薄
い
円
盤
状
の
も
の
）
の
特
殊
加
工
や
半
導

体
の
外
観
検
査
な
ど
の
業
務
を
主
に
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
日
出
工
場
で
は
、
業
務
用
プ
リ
ン

タ
ー
の
プ
リ
ン
タ
ー
ヘ
ッ
ド
の
検
査
や
半
導
体
製

品
の
検
査
な
ど
が
主
要
業
務
で
す
。
特
に
検
査
で

は
、
高
い
精
度
の
検
出
力
や
装
置
技
術
が
求
め
ら

れ
る
た
め
、
熟
練
の
作
業
者
が
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
従
業
員
数
は
、
会
社
全
体
で
約
１
４
０
名
と
な
っ

て
お
り
、
日
出
工
場
で
は
35
名
が
働
い
て
い
ま
す
。

山
香
工
場
と
比
べ
る
と
小
規
模
で
は
あ
り
ま
す
が
、

日
出
工
場
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を
中
心
に
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
日
出
工
場
と
山
香
工
場
が
連
携
を
図

り
、
弊
社
の
持
つ
技
術
力
を
生
か
し
て
良
質
な
製

品
が
流
通
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
株

式
会
社
九
州
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
Ｋ
Ａ
Ｗ
を
こ
れ

か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日出町の企業、紹介します 22

【企業名】 株式会社九州セミコンダクター KAW
【代表名】 野口  裕晃
【創業】 平成 22 年４月
【所在】 日出町川崎 15 番地 10
【業務内容】  半導体・電子機器の製造および検査
【HP】 http://www.kyushu-semi.co.jp/

な
ご
意
見
な
ど
を
、
今
後
の
学
校
給
食
の
メ

ニ
ュ
ー
構
成
や
食
育
の
取
り
組
み
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
食
事
を
し
ま
し
ょ
う

　
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
は
『
い
た
だ
き
ま
す
』

『
ご
馳
走
様
』
を
き
ち
ん
と
言
え
て
い
ま
す
か
？

『
い
た
だ
き
ま
す
』
は
、
自
然
の
恵
み
や
生
き

物
の
命
を
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
き
て
い
ま
す
。

『
ご
馳
走
様
』
は
、
料
理
が
完
成
す
る
ま
で
に

『
食
材
を
育
て
た
り
、
集
め
た
り
、
調
理
し
た

り
と
、
私
の
た
め
に
走
り
回
っ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
』
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
の
言
葉
で
す
。

給
食
が
で
き
る
ま
で
に
、
た
く
さ
ん
の
動
植
物

の
命
を
必
要
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
調
理
を
し
て
く
れ
た
方
の
苦
労
を
無

駄
に
し
な
い
よ
う
、
残
さ
ず
食
べ
る
こ
と
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

日
出
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
現
状

　
現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
の
は
、
昭

和
59
年
４
月
（
築
33
年
）
に
な
り
ま
す
。
敷
地

面
積
は
２
３
１
７
平
方
㍍
で
、
建
物
の
延
床
面

積
は
６
９
２
・
98
平
方
㍍
で
す
。

　
職
員
は
役
場
関
係
職
員
３
名
、
県
職
栄
養
士

２
名
と
調
理
員
な
ど
22
名
（
委
託
業
者
）
の
合

計
27
名
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
１
日
に
約
２
８
５
０

人
分
の
給
食
を
調
理
し
て
お
り
、
月
・
水
・
金

曜
日
が
米
飯
、
火
・
木
曜
日
が
パ
ン
の
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。
食
材
は
で
き
る
だ
け
地
元
産
の
新

鮮
で
安
心
な
食
材
を
使
う
よ
う
に
心
が
け
て
い

ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

　
昨
年
、
小
学
校
３
年
生
・
６
年
生
・
中
学
２

年
生
に
（
給
食
の
量
・
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー
・
苦

手
な
食
べ
物
・
朝
食
に
つ
い
て
な
ど
）
学
校
給

食
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
毎
月
食
育
の
日
に
保
護
者
を
対
象
と

し
て
給
食
試
食
会
（
定
員
10
名
）
を
開
催
し
て

お
り
、
試
食
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
貴
重

給食を調理している様子
※ 当センターでは１日に約 2,850 人

分の給食を調理しています

定 期 相 談　 ① 図書館だより
日出町立図書館　☎ 72-3232

新刊案内

■２月の休館日
　５（月）・13（火）・19（月）・22（木）・26（月）

■読み聞かせ（おはなしのへやで開催）
○『ブーフーウー』による読み聞かせ
　日時：　２月 10 日（土）　11 時～ 11 時 30 分
　対象：　乳幼児～小学生
○『FUMFUM（ふむふむ）』による読み聞かせ
　日時：　２月 24 日（土）　11 時～ 11 時 30 分
　対象：　乳幼児

■図書館見学ツアー
　２月 17 日（土）　13 時 30 分～（事前にお申し込みください）

■お楽しみスタンプカード　くじ引き期間
　２月 10 日（土）～２月 18 日（日）（休館日は除く）
※詳しくは図書館でおたずねください。

■雛めぐり関連行事　ミニコンサート　ギターとフルートのハーモニー
　日時：　３月４日（日）　14 時～
　演奏：　日出『さざんか』ギターサークル・成清 愛さん（フルート）
　場所：　図書館内中央閲覧スペース

『 注文をまちがえる料理店』
小
お ぐ に

国  士
し ろ う

朗：著　　あさ出版：刊

　2017 年６月に２日間限定オープンしたレスト
ランのルールは、“ このお店では、注文した料理が
きちんと届くかは、誰にもわからない ” こと。な
ぜなら、このレストランで注文を取るスタッフは、
みなさん認知症の方々だからです。まちがえるこ
とを受け入れて、まちがえることを一緒に楽しむ、
本当にあったこのレストランの物語を企画の発起
人である著者の解説とともに紹介。

『カレーライスを一から作る　関
せ き の

野吉
よ し は る

晴ゼミ』
前
ま え だ

田  亜
あ き

紀：著　　ポプラ社：刊

　いつもあたりまえのように食べている “ カレーラ
イス ” は、どのようにして作られているのか。野菜、
お肉、塩、お米などその材料から器、スプーンまで、
すべてを “ 一 ” から作った、武蔵野美術大学の関野
吉晴ゼミの９カ月間を追ったノンフィクション。
著者は日出町出身で、同タイトルの映画の監督も
務めている。

『図
と し ょ か ん じ ま

書館島』
ソフィア・サマター：著　市

い ち だ

田  泉
いずみ

：訳
東京創元社：刊

　文字を持たぬ辺境の島に生まれ、異国の師の導
きで書物に耽

た ん で き

溺して育った青年は、あこがれの帝
都に旅立つ。だが、航海の途中、不治の病の娘と
出会い彼の運命は一変し、膨大な書物を収めた王
立図書館がそびえる島に幽閉される。書物と物語
をめぐる本格ファンタジー。世界幻想文学大賞ほ
か多数の賞を受賞した注目作。

●行政相談
　場所 なんでも相談室（役場新館１階）
　日時 ２月６日（火）10 時～ 15 時
　 ３月６日（火）10 時～ 15 時
　問合先 総務課　☎ 73-3150
●心配ごと相談
　場所 333 会議室（役場新館 3 階）
　日時 ２月 13 日（火）10 時～ 15 時
　 ３月 13 日（火）10 時～ 15 時
　問合先 福祉対策課　☎ 73-3121
●消費生活相談
　場所 商工観光課（役場旧館２階）
　日時 月～金曜日（※祝休日を除く）
　　　　　８時 30 分～ 17 時
　※ 専門相談員の在席は、月・木曜日（休

庁日の場合は翌開庁日）の９時 30 分
～ 16 時 30 分

　問合先 商工観光課　☎ 73-3158
●なんでも相談（金曜日を除く平日）
　場所 なんでも相談室（役場新館１階）
　問合先 なんでも相談室　☎ 73-3118
●無料人権相談所
　相談先 大分地方法務局杵築支局
 ☎ 0978-62-2271
　なびダイヤル　☎ 0570-003-110
●法律相談（要予約）
　日時 第２火曜日（保健福祉センター）
 第４火曜日（役場 333 会議室）
 ※祝日の場合は休み
 13 時 30 分～ 16 時 30 分
　費用 30 分につき 5,400 円
 ※ 収入が一定以下の方および多

重債務の相談は無料
　申込・問合先　大分県弁護士会
  　☎ 097-536-1458
●行政書士無料相談会
　（第２金曜日・申込不要）
　場所 333 会議室（役場新館 3 階）
　日時 ２月９日（金）13 時～ 16 時
　 ３月９日（金）13 時～ 16 時
　問合先 大分県行政書士会杵築支部
　　　　　☎ 72-0975（阿部）
●公証人による無料相談会
　（第 1水曜日・要申込）
　場所 333 会議室（役場新館 3 階）
　日時 ２月７日（水）15 時 30 分～ 17 時
　 ３月７日（水）15 時 30 分～ 17 時
　問合先 大分公証人合同役場
　　　　　☎ 097-535-0888
※定期相談は P.23 にも掲載しています。
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は
じ
め
ま
し
て
。
株
式
会
社
九
州
セ
ミ
コ
ン
ダ

ク
タ
ー
Ｋ
Ａ
Ｗ
で
す
。
弊
社
は
昭
和
57
年
に
九
州

航
空
株
式
会
社
日
出
営
業
所
と
し
て
開
設
し
、
そ

の
後
、
平
成
22
年
４
月
に
半
導
体
事
業
部
を
分
社

化
し
て
創
業
し
ま
し
た
。『
Ｋ
Ａ
Ｗ
』
は
そ
の
名
残

で
、『
九
州
エ
ア
ウ
ェ
イ
ズ
（
九
州
航
空
）』
を
意

味
し
て
い
ま
す
。

　
会
社
の
基
本
方
針
と
し
て
『
誠
意
と
熱
意
と
創

意
を
持
っ
て
感
動
の
技
術
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
』
を
掲
げ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
社
員
一

丸
と
な
っ
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
と
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証

も
取
得
し
て
お
り
、
品
質
と
環
境
に
配
慮
し
た
企

業
と
し
て
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
弊
社
は
、
日
出
町
川
崎
と
杵
築
市
山
香
町
に
工

場
を
有
し
て
お
り
、
ウ
エ
ハ
ー
（
半
導
体
で
作
ら

れ
た
薄
い
円
盤
状
の
も
の
）
の
特
殊
加
工
や
半
導

体
の
外
観
検
査
な
ど
の
業
務
を
主
に
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
日
出
工
場
で
は
、
業
務
用
プ
リ
ン

タ
ー
の
プ
リ
ン
タ
ー
ヘ
ッ
ド
の
検
査
や
半
導
体
製

品
の
検
査
な
ど
が
主
要
業
務
で
す
。
特
に
検
査
で

は
、
高
い
精
度
の
検
出
力
や
装
置
技
術
が
求
め
ら

れ
る
た
め
、
熟
練
の
作
業
者
が
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
従
業
員
数
は
、
会
社
全
体
で
約
１
４
０
名
と
な
っ

て
お
り
、
日
出
工
場
で
は
35
名
が
働
い
て
い
ま
す
。

山
香
工
場
と
比
べ
る
と
小
規
模
で
は
あ
り
ま
す
が
、

日
出
工
場
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を
中
心
に
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
日
出
工
場
と
山
香
工
場
が
連
携
を
図

り
、
弊
社
の
持
つ
技
術
力
を
生
か
し
て
良
質
な
製

品
が
流
通
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
株

式
会
社
九
州
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
Ｋ
Ａ
Ｗ
を
こ
れ

か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日出町の企業、紹介します 22

【企業名】 株式会社九州セミコンダクター KAW
【代表名】 野口  裕晃
【創業】 平成 22 年４月
【所在】 日出町川崎 15 番地 10
【業務内容】  半導体・電子機器の製造および検査
【HP】 http://www.kyushu-semi.co.jp/

な
ご
意
見
な
ど
を
、
今
後
の
学
校
給
食
の
メ

ニ
ュ
ー
構
成
や
食
育
の
取
り
組
み
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
食
事
を
し
ま
し
ょ
う

　
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
は
『
い
た
だ
き
ま
す
』

『
ご
馳
走
様
』
を
き
ち
ん
と
言
え
て
い
ま
す
か
？

『
い
た
だ
き
ま
す
』
は
、
自
然
の
恵
み
や
生
き

物
の
命
を
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
き
て
い
ま
す
。

『
ご
馳
走
様
』
は
、
料
理
が
完
成
す
る
ま
で
に

『
食
材
を
育
て
た
り
、
集
め
た
り
、
調
理
し
た

り
と
、
私
の
た
め
に
走
り
回
っ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
』
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
の
言
葉
で
す
。

給
食
が
で
き
る
ま
で
に
、
た
く
さ
ん
の
動
植
物

の
命
を
必
要
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
調
理
を
し
て
く
れ
た
方
の
苦
労
を
無

駄
に
し
な
い
よ
う
、
残
さ
ず
食
べ
る
こ
と
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

日
出
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
現
状

　
現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
の
は
、
昭

和
59
年
４
月
（
築
33
年
）
に
な
り
ま
す
。
敷
地

面
積
は
２
３
１
７
平
方
㍍
で
、
建
物
の
延
床
面

積
は
６
９
２
・
98
平
方
㍍
で
す
。

　
職
員
は
役
場
関
係
職
員
３
名
、
県
職
栄
養
士

２
名
と
調
理
員
な
ど
22
名
（
委
託
業
者
）
の
合

計
27
名
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
１
日
に
約
２
８
５
０

人
分
の
給
食
を
調
理
し
て
お
り
、
月
・
水
・
金

曜
日
が
米
飯
、
火
・
木
曜
日
が
パ
ン
の
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。
食
材
は
で
き
る
だ
け
地
元
産
の
新

鮮
で
安
心
な
食
材
を
使
う
よ
う
に
心
が
け
て
い

ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

　
昨
年
、
小
学
校
３
年
生
・
６
年
生
・
中
学
２

年
生
に
（
給
食
の
量
・
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー
・
苦

手
な
食
べ
物
・
朝
食
に
つ
い
て
な
ど
）
学
校
給

食
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
毎
月
食
育
の
日
に
保
護
者
を
対
象
と

し
て
給
食
試
食
会
（
定
員
10
名
）
を
開
催
し
て

お
り
、
試
食
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
貴
重

給食を調理している様子
※ 当センターでは１日に約 2,850 人

分の給食を調理しています

定 期 相 談　 ① 図書館だより
日出町立図書館　☎ 72-3232

新刊案内

■２月の休館日
　５（月）・13（火）・19（月）・22（木）・26（月）

■読み聞かせ（おはなしのへやで開催）
○『ブーフーウー』による読み聞かせ
　日時：　２月 10 日（土）　11 時～ 11 時 30 分
　対象：　乳幼児～小学生
○『FUMFUM（ふむふむ）』による読み聞かせ
　日時：　２月 24 日（土）　11 時～ 11 時 30 分
　対象：　乳幼児

■図書館見学ツアー
　２月 17 日（土）　13 時 30 分～（事前にお申し込みください）

■お楽しみスタンプカード　くじ引き期間
　２月 10 日（土）～２月 18 日（日）（休館日は除く）
※詳しくは図書館でおたずねください。

■雛めぐり関連行事　ミニコンサート　ギターとフルートのハーモニー
　日時：　３月４日（日）　14 時～
　演奏：　日出『さざんか』ギターサークル・成清 愛さん（フルート）
　場所：　図書館内中央閲覧スペース

『 注文をまちがえる料理店』
小
お ぐ に

国  士
し ろ う

朗：著　　あさ出版：刊

　2017 年６月に２日間限定オープンしたレスト
ランのルールは、“ このお店では、注文した料理が
きちんと届くかは、誰にもわからない ” こと。な
ぜなら、このレストランで注文を取るスタッフは、
みなさん認知症の方々だからです。まちがえるこ
とを受け入れて、まちがえることを一緒に楽しむ、
本当にあったこのレストランの物語を企画の発起
人である著者の解説とともに紹介。

『カレーライスを一から作る　関
せ き の

野吉
よ し は る

晴ゼミ』
前
ま え だ

田  亜
あ き

紀：著　　ポプラ社：刊

　いつもあたりまえのように食べている “ カレーラ
イス ” は、どのようにして作られているのか。野菜、
お肉、塩、お米などその材料から器、スプーンまで、
すべてを “ 一 ” から作った、武蔵野美術大学の関野
吉晴ゼミの９カ月間を追ったノンフィクション。
著者は日出町出身で、同タイトルの映画の監督も
務めている。

『図
と し ょ か ん じ ま

書館島』
ソフィア・サマター：著　市

い ち だ

田  泉
いずみ

：訳
東京創元社：刊

　文字を持たぬ辺境の島に生まれ、異国の師の導
きで書物に耽

た ん で き

溺して育った青年は、あこがれの帝
都に旅立つ。だが、航海の途中、不治の病の娘と
出会い彼の運命は一変し、膨大な書物を収めた王
立図書館がそびえる島に幽閉される。書物と物語
をめぐる本格ファンタジー。世界幻想文学大賞ほ
か多数の賞を受賞した注目作。

●行政相談
　場所 なんでも相談室（役場新館１階）
　日時 ２月６日（火）10 時～ 15 時
　 ３月６日（火）10 時～ 15 時
　問合先 総務課　☎ 73-3150
●心配ごと相談
　場所 333 会議室（役場新館 3 階）
　日時 ２月 13 日（火）10 時～ 15 時
　 ３月 13 日（火）10 時～ 15 時
　問合先 福祉対策課　☎ 73-3121
●消費生活相談
　場所 商工観光課（役場旧館２階）
　日時 月～金曜日（※祝休日を除く）
　　　　　８時 30 分～ 17 時
　※ 専門相談員の在席は、月・木曜日（休

庁日の場合は翌開庁日）の９時 30 分
～ 16 時 30 分

　問合先 商工観光課　☎ 73-3158
●なんでも相談（金曜日を除く平日）
　場所 なんでも相談室（役場新館１階）
　問合先 なんでも相談室　☎ 73-3118
●無料人権相談所
　相談先 大分地方法務局杵築支局
 ☎ 0978-62-2271
　なびダイヤル　☎ 0570-003-110
●法律相談（要予約）
　日時 第２火曜日（保健福祉センター）
 第４火曜日（役場 333 会議室）
 ※祝日の場合は休み
 13 時 30 分～ 16 時 30 分
　費用 30 分につき 5,400 円
 ※ 収入が一定以下の方および多

重債務の相談は無料
　申込・問合先　大分県弁護士会
  　☎ 097-536-1458
●行政書士無料相談会
　（第２金曜日・申込不要）
　場所 333 会議室（役場新館 3 階）
　日時 ２月９日（金）13 時～ 16 時
　 ３月９日（金）13 時～ 16 時
　問合先 大分県行政書士会杵築支部
　　　　　☎ 72-0975（阿部）
●公証人による無料相談会
　（第 1水曜日・要申込）
　場所 333 会議室（役場新館 3 階）
　日時 ２月７日（水）15 時 30 分～ 17 時
　 ３月７日（水）15 時 30 分～ 17 時
　問合先 大分公証人合同役場
　　　　　☎ 097-535-0888
※定期相談は P.23 にも掲載しています。
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町長室から
日出町長　本田 博文 第 10 回

　
今
年
の
１
月
は
、
年
明
け
の
寒

さ
が
中
旬
に
は
緩
ん
で
少
し
過
ご

し
や
す
く
な
っ
た
と
思
っ
た
ら
、

下
旬
に
は
寒
波
が
や
っ
て
き
て
関

東
地
方
で
は
大
雪
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。

　
気
温
の
変
化
が
大
き
い
う
え
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
警
報
が

発
令
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
、
お
体
に
お
気
を
つ
け
く
だ
さ

い
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に

つ
い
て

　
現
在
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

川
崎
地
区
公
民
館
に
隣
接
し
て

建
っ
て
い
て
昭
和
59
年
に
使
用
開

始
後
、
既
に
33
年
が
経
過
し
て
い

ま
す
。
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
言
う

ま
で
も
な
く
幼
稚
園
児
と
小
中
学

生
に
安
全
な
給
食
を
毎
日
提
供
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
重
要

な
使
命
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
現

在
の
施
設
は
、
老
朽
化
に
よ
り
建

物
の
修
繕
や
厨
房
機
器
の
修
理
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海

に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

高
潮
や
地
震
に
よ
る
津
波
の
被
害

を
受
け
る
危
険
性
が
高
い
と
い
う

状
況
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
新
た
な

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
検
討
す

る
べ
く
平
成
23
年
11
月
か
ら
３
回

に
わ
た
っ
て
『
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
整
備
計
画
検
討
委
員
会
』
が

開
催
さ
れ
、
平
成
24
年
８
月
に
教

育
委
員
会
へ
基
本
的
計
画
の
報
告

が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
後
学
校
施
設
の

耐
震
化
事
業
を
優
先
す
る
必
要
が

生
じ
て
き
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
協

議
が
中
断
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
平
成
29
年
１
月
に
新

た
に
『
日
出
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
検
討
委
員
会
』
を
立
ち

上
げ
、
検
討
を
再
開
し
ま
し
た
。

過
去
の
報
告
の
内
容
も
踏
ま
え
て

２
回
の
検
討
を
行
っ
た
こ
の
委
員

会
か
ら
３
月
に
建
設
予
定
地
に
関

す
る
検
討
結
果
の
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
町
と
し
て
は
、
報
告
に
挙
げ
ら

れ
て
い
た
す
べ
て
の
候
補
地
を
検

討
の
テ
ー
ブ
ル
に
挙
げ
、
役
場
内

の
関
係
７
課
が
一
堂
に
会
し
て
、

慎
重
に
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
交
通
の
利
便
性
に
つ
い

て
で
す
。
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
町

内
す
べ
て
の
幼
稚
園
や
小
中
学
校

の
給
食
を
作
っ
て
い
ま
す
。
給
食

は
、
各
園
や
学
校
に
、
平
日
に
は

夏
休
み
な
ど
を
除
い
て
毎
日
配
送

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
幹

線
道
路
に
近
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
温
か
い
う
ち
に
届
け
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
各
学
校
な
ど
へ
の

距
離
が
で
き
る
だ
け
偏
ら
な
い
場

所
が
好
ま
し
い
と
言
え
ま
す
。

　
次
に
、
面
積
に
つ
い
て
で
す
。

町
内
の
幼
稚
園
児
と
小
中
学
生
全

員
の
給
食
を
調
理
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
一
定
程
度
の
広
さ
が

確
保
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
そ
し
て
、
津
波
や
土
石
流
な
ど

に
よ
る
被
害
を
う
け
る
、
あ
る
い

は
そ
の
影
響
を
う
け
る
可
能
性
が

低
い
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
様
々
な
検
討
を
行
っ

た
結
果
、
藤
原
南
部
の
日
出
イ
ン

タ
ー
交
差
点
の
東
側
地
域
が
候
補

地
の
中
で
最
適
と
い
う
判
断
を
い

た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
う
え
で
、
建
設
に
あ
た
っ

て
経
費
を
圧
縮
で
き
る
部
分
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
ま
し

た
。
総
事
業
費
が
高
額
に
な
る

（
概
算
で
建
物
だ
け
で
も
10
億
円

程
度
）
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

町
財
政
へ
の
圧
迫
を
で
き
る
だ
け

軽
く
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
町
内
の
幼
稚
園
児
と
小
中
学
生

全
員
の
給
食
を
調
理
す
る
施
設
を

建
設
す
る
た
め
に
は
、
面
積
は
４

～
５
０
０
０
平
方
㍍
程
度
必
要
で

す
。
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
仮
に

５
０
０
０
平
方
㍍
の
用
地
を
取
得

す
る
と
約
１
億
円
必
要
で
、
さ
ら

に
用
地
造
成
に
約
６
０
０
０
万
円

必
要
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
経
費
は
、
整
備
さ
れ
て

い
る
町
有
地
で
あ
れ
ば
不
要
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
上
水
道
、
下
水

道
の
イ
ン
フ
ラ
が
既
に
整
備
さ
れ

て
い
る
場
所
で
あ
れ
ば
、
そ
の
費

用
も
不
要
に
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
を
総
合
的
に
考
え

て
、
建
設
地
を
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
東
側
に
あ
る
通
称
『
ふ
れ
あ

い
グ
ラ
ウ
ン
ド
』
に
決
定
し
ま
し

た
。

　
た
だ
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。
現

在
、
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の
大
規
模
な
大
会
が
開
催

で
き
る
施
設
で
、
町
レ
ベ
ル
の
大

会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
づ

く
り
の
た
め
に
こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー

ツ
が
で
き
る
施
設
を
準
備
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町

が
所
有
す
る
川
崎
体
育
館
東
の
駐

車
場
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
整
備

し
て
提
供
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
着
工
ま

で
に
は
整
備
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
、
先

に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
安
全
で
温

か
い
給
食
を
毎
日
提
供
す
る
た
め

に
行
う
も
の
で
す
。
ど
う
か
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
21
頁
に
も
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

だ
ん
だ
ん
積
み
重
な
り
、
言
動
も
少
し
ず

つ
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
学
校
生
活
の
中
で
も
、
お
も
し
ろ
い
と

感
じ
る
こ
と
を
全
て
の
友
だ
ち
が
お
も
し

ろ
い
と
感
じ
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ

い
や
な
気
持
ち
に
な
る
人
も
い
る
と
思
い

ま
す
。
親
し
み
を
込
め
て
言
っ
た
一
言
が

相
手
の
捉
え
方
に
よ
っ
て
は
、
い
じ
め
の

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
が
、
十
分
あ
り
え

る
の
で
す
。

　
悩
ん
で
い
る
友
だ
ち
が
身
近
に
い
た

ら
、
ど
う
す
る
べ
き
な
の
か
。
ま
た
、
私

自
身
が
い
じ
め
の
対
象
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
、
ど
う
す
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
て

み
ま
し
た
。

　
私
は
多
く
の
友
だ
ち
と
関
わ
る
こ
と
が

大
好
き
な
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
大
切
だ
と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。
教
室

の
中
で
様
子
が
違
っ
て
い
る
友
だ
ち
が
い

る
と
、
声
を
か
け
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
出
て
き
た
話
を

し
っ
か
り
聞
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
た

り
す
る
こ
と
で
、
友
だ
ち
を
よ
り
深
く
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
友
だ
ち
と
の
関
係
に
お
い
て
気

持
ち
の
行
き
違
い
が
で
き
て
し
ま
っ
た
場

合
、
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
せ
ず
そ
の
ま

ま
に
し
て
し
ま
う
と
、
ま
す
ま
す
状
況
は

悪
く
な
り
ま
す
。
友
だ
ち
と
の
距
離
は
縮

ま
る
ど
こ
ろ
か
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　
以
前
両
親
か
ら
「
物
事
は
点
で
考
え
る

の
で
は
な
く
、
一
本
の
線
上
で
考
え
る
よ

う
に
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
人
や
友
だ
ち
と
出
会
っ

て
築
い
た
関
係
や
た
く
さ
ん
の
出
来
事
が

あ
り
、
今
が
あ
る
。
そ
し
て
、
今
後
に
つ

な
が
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
一
時
的
な
感

情
で
、
物
事
は
簡
単
に
判
断
し
な
い
よ
う

に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
な
ぜ
問

題
が
起
こ
っ
た
の
か
を
し
っ
か
り
考
え
て

解
決
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
に

な
り
ま
す
。
早
い
段
階
で
周
り
が
友
だ
ち

の
変
化
に
気
づ
き
、
ま
た
、
サ
ポ
ー
ト
し

合
う
事
が
大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
小
学
生
の
頃
に
比
べ
て
中
学
校
で
は
友

だ
ち
の
人
数
も
多
く
な
り
、
ク
ラ
ス
だ
け

で
は
な
く
、
部
活
動
な
ど
で
も
新
し
い
友

だ
ち
関
係
が
で
き
ま
す
。
部
活
動
で
は
同

級
生
だ
け
で
は
な
く
先
輩
後
輩
の
関
係
も

あ
り
、
そ
う
い
っ
た
中
で
も
い
じ
め
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
私
達
の

学
校
で
は
生
徒
会
を
中
心
と
し
た
『
い
じ

め
撲
滅
ア
ク
シ
ョ
ン
』
と
い
う
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　『
い
じ
め
撲
滅
ア
ク
シ
ョ
ン
』
と
は
、

生
徒
会
が
中
心
と
な
り
、
劇
や
実
例
に
基

づ
い
た
解
説
な
ど
を
通
し
て
、
全
校
生
徒

で
い
じ
め
に
つ
い
て
考
え
る
取
り
組
み
で

す
。
そ
の
後
、
各
ク
ラ
ス
で
も
、
改
め
て

い
じ
め
に
つ
い
て
考
え
、
ル
ー
ル
を
作
る

こ
と
で
学
校
内
の
い
じ
め
を
ゼ
ロ
に
し
て

い
き
ま
す
。
私
は
、
こ
の
取
り
組
み
の
劇

を
見
て
か
ら
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て

話
を
し
た
り
、
部
活
内
で
も
下
級
生
の

立
場
に
な
っ
て
み
て
、
ど
ん
な
教
え
方
を

す
れ
ば
前
向
き
に
楽
し
く
練
習
に
取
り
組

め
る
か
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。い
じ
め
撲
滅
ア
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、

こ
こ
ろ
の
ま
ど

　
今
年
度
の
『
日
出
町
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』
で
、
日
出
中
学
校
の
恵
良
紗
矢
香

さ
ん
の
作
文
が
『
日
出
町
長
賞
』
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
12
月
９
日
（
土
）
の
表
彰
式
で
は
、
恵

良
さ
ん
自
ら
が
朗
読
し
て
、
い
じ
め
に
つ

い
て
自
分
の
考
え
や
生
徒
会
中
心
の
取
り

組
み
を
語
り
、
い
じ
め
撲
滅
を
訴
え
ま
し

た
（
以
下
、
全
文
を
掲
載
）。

『
笑
顔
の
絶
え
な
い
学
校
で
あ
る
た
め
に
』

日
出
中
学
校
２
年
　
恵
良
　
紗
矢
香

　
私
と
同
年
代
の
学
生
が
、
い
じ
め
を
苦

に
自
ら
命
を
絶
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
私
の
身

の
周
り
で
は
、
い
じ
め
で
あ
る
と
感
じ
る

行
動
や
、言
動
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

み
ん
な
色
々
な
考
え
方
や
感
じ
方
が
あ
る

中
で
、
相
手
の
気
持
ち
を
よ
く
考
え
ず
に

発
し
た
言
葉
に
よ
り
、
傷
つ
け
て
し
ま
っ

た
り
、
傷
つ
い
た
り
す
る
人
は
い
る
と
思

い
ま
す
。

　
自
ら
命
を
絶
っ
て
し
ま
う
と
い
う
状
況

に
な
る
ま
で
い
じ
め
が
拡
大
し
て
し
ま
っ

た
要
因
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

き
っ
か
け
は
、
ほ
ん
の
小
さ
な
こ
と
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
々

の
生
活
の
中
で
、
ほ
ん
の
小
さ
な
こ
と
が

第
８
回
日
出
町
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

入
選
作
文
（
日
出
町
長
賞
）
を
紹
介
し
ま
す

住
民
課

生
涯
学
習
課

全
校
生
徒
で
今
一
度
改
め
て
い
じ
め
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
見
て
見
ぬ
ふ
り
や
聞
い
て
も
聞
い

て
な
い
ふ
り
を
す
る
の
で
は
な
く
、
勇
気

を
持
っ
て
こ
の
活
動
を
ま
す
ま
す
有
意
義

な
も
の
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。

　
自
ら
命
を
絶
つ
よ
う
な
学
生
に
と
っ

て
、
学
校
で
の
生
活
は
と
て
も
辛
い
も
の

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

ニ
ュ
ー
ス
を
受
け
、
今
の
私
た
ち
に
出
来

る
こ
と
は
、
み
ん
な
が
思
い
や
り
を
持
っ

て
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
と
接
す
る
こ
と
で

あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
が
い
じ
め
の
な
い

学
校
へ
と
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
辛
い
ニ
ュ
ー
ス
が
な
く
な
り
、
笑
顔
の

絶
え
な
い
学
校
が
多
く
な
る
よ
う
に
、
私

自
身
も
み
ん
な
と
一
緒
に
楽
し
い
学
校
づ

く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

で
す
。

『
第
８
回
日
出
町
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

教
育
長
賞
入
賞
作
品
（
作
文
）

『
障
害
と
い
う
言
葉
』

　
日
出
中
学
校
１
年
　 

内
田
　
颯
真

『
私
の
兄
は
障
が
い
者
』

　
大
神
中
学
校
１
年
　 

深
田
　
菜
月

『
日
常
生
活
の
中
で
気
付
い
た
事
』

　
大
神
中
学
校
２
年
　 

間
部
　
陽
菜
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今
年
の
１
月
は
、
年
明
け
の
寒

さ
が
中
旬
に
は
緩
ん
で
少
し
過
ご

し
や
す
く
な
っ
た
と
思
っ
た
ら
、

下
旬
に
は
寒
波
が
や
っ
て
き
て
関

東
地
方
で
は
大
雪
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。

　
気
温
の
変
化
が
大
き
い
う
え
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
警
報
が

発
令
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
、
お
体
に
お
気
を
つ
け
く
だ
さ

い
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に

つ
い
て

　
現
在
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

川
崎
地
区
公
民
館
に
隣
接
し
て

建
っ
て
い
て
昭
和
59
年
に
使
用
開

始
後
、
既
に
33
年
が
経
過
し
て
い

ま
す
。
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
言
う

ま
で
も
な
く
幼
稚
園
児
と
小
中
学

生
に
安
全
な
給
食
を
毎
日
提
供
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
重
要

な
使
命
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
現

在
の
施
設
は
、
老
朽
化
に
よ
り
建

物
の
修
繕
や
厨
房
機
器
の
修
理
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海

に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

高
潮
や
地
震
に
よ
る
津
波
の
被
害

を
受
け
る
危
険
性
が
高
い
と
い
う

状
況
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
新
た
な

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
検
討
す

る
べ
く
平
成
23
年
11
月
か
ら
３
回

に
わ
た
っ
て
『
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
整
備
計
画
検
討
委
員
会
』
が

開
催
さ
れ
、
平
成
24
年
８
月
に
教

育
委
員
会
へ
基
本
的
計
画
の
報
告

が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
後
学
校
施
設
の

耐
震
化
事
業
を
優
先
す
る
必
要
が

生
じ
て
き
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
協

議
が
中
断
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
平
成
29
年
１
月
に
新

た
に
『
日
出
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
検
討
委
員
会
』
を
立
ち

上
げ
、
検
討
を
再
開
し
ま
し
た
。

過
去
の
報
告
の
内
容
も
踏
ま
え
て

２
回
の
検
討
を
行
っ
た
こ
の
委
員

会
か
ら
３
月
に
建
設
予
定
地
に
関

す
る
検
討
結
果
の
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
町
と
し
て
は
、
報
告
に
挙
げ
ら

れ
て
い
た
す
べ
て
の
候
補
地
を
検

討
の
テ
ー
ブ
ル
に
挙
げ
、
役
場
内

の
関
係
７
課
が
一
堂
に
会
し
て
、

慎
重
に
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
交
通
の
利
便
性
に
つ
い

て
で
す
。
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
町

内
す
べ
て
の
幼
稚
園
や
小
中
学
校

の
給
食
を
作
っ
て
い
ま
す
。
給
食

は
、
各
園
や
学
校
に
、
平
日
に
は

夏
休
み
な
ど
を
除
い
て
毎
日
配
送

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
幹

線
道
路
に
近
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
温
か
い
う
ち
に
届
け
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
各
学
校
な
ど
へ
の

距
離
が
で
き
る
だ
け
偏
ら
な
い
場

所
が
好
ま
し
い
と
言
え
ま
す
。

　
次
に
、
面
積
に
つ
い
て
で
す
。

町
内
の
幼
稚
園
児
と
小
中
学
生
全

員
の
給
食
を
調
理
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
一
定
程
度
の
広
さ
が

確
保
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
そ
し
て
、
津
波
や
土
石
流
な
ど

に
よ
る
被
害
を
う
け
る
、
あ
る
い

は
そ
の
影
響
を
う
け
る
可
能
性
が

低
い
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
様
々
な
検
討
を
行
っ

た
結
果
、
藤
原
南
部
の
日
出
イ
ン

タ
ー
交
差
点
の
東
側
地
域
が
候
補

地
の
中
で
最
適
と
い
う
判
断
を
い

た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
う
え
で
、
建
設
に
あ
た
っ

て
経
費
を
圧
縮
で
き
る
部
分
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
ま
し

た
。
総
事
業
費
が
高
額
に
な
る

（
概
算
で
建
物
だ
け
で
も
10
億
円

程
度
）
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

町
財
政
へ
の
圧
迫
を
で
き
る
だ
け

軽
く
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
町
内
の
幼
稚
園
児
と
小
中
学
生

全
員
の
給
食
を
調
理
す
る
施
設
を

建
設
す
る
た
め
に
は
、
面
積
は
４

～
５
０
０
０
平
方
㍍
程
度
必
要
で

す
。
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
仮
に

５
０
０
０
平
方
㍍
の
用
地
を
取
得

す
る
と
約
１
億
円
必
要
で
、
さ
ら

に
用
地
造
成
に
約
６
０
０
０
万
円

必
要
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
経
費
は
、
整
備
さ
れ
て

い
る
町
有
地
で
あ
れ
ば
不
要
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
上
水
道
、
下
水

道
の
イ
ン
フ
ラ
が
既
に
整
備
さ
れ

て
い
る
場
所
で
あ
れ
ば
、
そ
の
費

用
も
不
要
に
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
を
総
合
的
に
考
え

て
、
建
設
地
を
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
東
側
に
あ
る
通
称
『
ふ
れ
あ

い
グ
ラ
ウ
ン
ド
』
に
決
定
し
ま
し

た
。

　
た
だ
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。
現

在
、
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の
大
規
模
な
大
会
が
開
催

で
き
る
施
設
で
、
町
レ
ベ
ル
の
大

会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
づ

く
り
の
た
め
に
こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー

ツ
が
で
き
る
施
設
を
準
備
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町

が
所
有
す
る
川
崎
体
育
館
東
の
駐

車
場
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
整
備

し
て
提
供
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
着
工
ま

で
に
は
整
備
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
、
先

に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
安
全
で
温

か
い
給
食
を
毎
日
提
供
す
る
た
め

に
行
う
も
の
で
す
。
ど
う
か
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
21
頁
に
も
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

だ
ん
だ
ん
積
み
重
な
り
、
言
動
も
少
し
ず

つ
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
学
校
生
活
の
中
で
も
、
お
も
し
ろ
い
と

感
じ
る
こ
と
を
全
て
の
友
だ
ち
が
お
も
し

ろ
い
と
感
じ
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ

い
や
な
気
持
ち
に
な
る
人
も
い
る
と
思
い

ま
す
。
親
し
み
を
込
め
て
言
っ
た
一
言
が

相
手
の
捉
え
方
に
よ
っ
て
は
、
い
じ
め
の

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
が
、
十
分
あ
り
え

る
の
で
す
。

　
悩
ん
で
い
る
友
だ
ち
が
身
近
に
い
た

ら
、
ど
う
す
る
べ
き
な
の
か
。
ま
た
、
私

自
身
が
い
じ
め
の
対
象
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
、
ど
う
す
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
て

み
ま
し
た
。

　
私
は
多
く
の
友
だ
ち
と
関
わ
る
こ
と
が

大
好
き
な
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
大
切
だ
と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。
教
室

の
中
で
様
子
が
違
っ
て
い
る
友
だ
ち
が
い

る
と
、
声
を
か
け
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
出
て
き
た
話
を

し
っ
か
り
聞
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
た

り
す
る
こ
と
で
、
友
だ
ち
を
よ
り
深
く
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
友
だ
ち
と
の
関
係
に
お
い
て
気

持
ち
の
行
き
違
い
が
で
き
て
し
ま
っ
た
場

合
、
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
せ
ず
そ
の
ま

ま
に
し
て
し
ま
う
と
、
ま
す
ま
す
状
況
は

悪
く
な
り
ま
す
。
友
だ
ち
と
の
距
離
は
縮

ま
る
ど
こ
ろ
か
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　
以
前
両
親
か
ら
「
物
事
は
点
で
考
え
る

の
で
は
な
く
、
一
本
の
線
上
で
考
え
る
よ

う
に
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
人
や
友
だ
ち
と
出
会
っ

て
築
い
た
関
係
や
た
く
さ
ん
の
出
来
事
が

あ
り
、
今
が
あ
る
。
そ
し
て
、
今
後
に
つ

な
が
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
一
時
的
な
感

情
で
、
物
事
は
簡
単
に
判
断
し
な
い
よ
う

に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
な
ぜ
問

題
が
起
こ
っ
た
の
か
を
し
っ
か
り
考
え
て

解
決
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
に

な
り
ま
す
。
早
い
段
階
で
周
り
が
友
だ
ち

の
変
化
に
気
づ
き
、
ま
た
、
サ
ポ
ー
ト
し

合
う
事
が
大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
小
学
生
の
頃
に
比
べ
て
中
学
校
で
は
友

だ
ち
の
人
数
も
多
く
な
り
、
ク
ラ
ス
だ
け

で
は
な
く
、
部
活
動
な
ど
で
も
新
し
い
友

だ
ち
関
係
が
で
き
ま
す
。
部
活
動
で
は
同

級
生
だ
け
で
は
な
く
先
輩
後
輩
の
関
係
も

あ
り
、
そ
う
い
っ
た
中
で
も
い
じ
め
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
私
達
の

学
校
で
は
生
徒
会
を
中
心
と
し
た
『
い
じ

め
撲
滅
ア
ク
シ
ョ
ン
』
と
い
う
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　『
い
じ
め
撲
滅
ア
ク
シ
ョ
ン
』
と
は
、

生
徒
会
が
中
心
と
な
り
、
劇
や
実
例
に
基

づ
い
た
解
説
な
ど
を
通
し
て
、
全
校
生
徒

で
い
じ
め
に
つ
い
て
考
え
る
取
り
組
み
で

す
。
そ
の
後
、
各
ク
ラ
ス
で
も
、
改
め
て

い
じ
め
に
つ
い
て
考
え
、
ル
ー
ル
を
作
る

こ
と
で
学
校
内
の
い
じ
め
を
ゼ
ロ
に
し
て

い
き
ま
す
。
私
は
、
こ
の
取
り
組
み
の
劇

を
見
て
か
ら
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て

話
を
し
た
り
、
部
活
内
で
も
下
級
生
の

立
場
に
な
っ
て
み
て
、
ど
ん
な
教
え
方
を

す
れ
ば
前
向
き
に
楽
し
く
練
習
に
取
り
組

め
る
か
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。い
じ
め
撲
滅
ア
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、

こ
こ
ろ
の
ま
ど

　
今
年
度
の
『
日
出
町
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』
で
、
日
出
中
学
校
の
恵
良
紗
矢
香

さ
ん
の
作
文
が
『
日
出
町
長
賞
』
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
12
月
９
日
（
土
）
の
表
彰
式
で
は
、
恵

良
さ
ん
自
ら
が
朗
読
し
て
、
い
じ
め
に
つ

い
て
自
分
の
考
え
や
生
徒
会
中
心
の
取
り

組
み
を
語
り
、
い
じ
め
撲
滅
を
訴
え
ま
し

た
（
以
下
、
全
文
を
掲
載
）。

『
笑
顔
の
絶
え
な
い
学
校
で
あ
る
た
め
に
』

日
出
中
学
校
２
年
　
恵
良
　
紗
矢
香

　
私
と
同
年
代
の
学
生
が
、
い
じ
め
を
苦

に
自
ら
命
を
絶
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
私
の
身

の
周
り
で
は
、
い
じ
め
で
あ
る
と
感
じ
る

行
動
や
、言
動
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

み
ん
な
色
々
な
考
え
方
や
感
じ
方
が
あ
る

中
で
、
相
手
の
気
持
ち
を
よ
く
考
え
ず
に

発
し
た
言
葉
に
よ
り
、
傷
つ
け
て
し
ま
っ

た
り
、
傷
つ
い
た
り
す
る
人
は
い
る
と
思

い
ま
す
。

　
自
ら
命
を
絶
っ
て
し
ま
う
と
い
う
状
況

に
な
る
ま
で
い
じ
め
が
拡
大
し
て
し
ま
っ

た
要
因
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

き
っ
か
け
は
、
ほ
ん
の
小
さ
な
こ
と
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
々

の
生
活
の
中
で
、
ほ
ん
の
小
さ
な
こ
と
が

第
８
回
日
出
町
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

入
選
作
文
（
日
出
町
長
賞
）
を
紹
介
し
ま
す

住
民
課

生
涯
学
習
課

全
校
生
徒
で
今
一
度
改
め
て
い
じ
め
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
見
て
見
ぬ
ふ
り
や
聞
い
て
も
聞
い

て
な
い
ふ
り
を
す
る
の
で
は
な
く
、
勇
気

を
持
っ
て
こ
の
活
動
を
ま
す
ま
す
有
意
義

な
も
の
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。

　
自
ら
命
を
絶
つ
よ
う
な
学
生
に
と
っ

て
、
学
校
で
の
生
活
は
と
て
も
辛
い
も
の

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

ニ
ュ
ー
ス
を
受
け
、
今
の
私
た
ち
に
出
来

る
こ
と
は
、
み
ん
な
が
思
い
や
り
を
持
っ

て
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
と
接
す
る
こ
と
で

あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
が
い
じ
め
の
な
い

学
校
へ
と
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
辛
い
ニ
ュ
ー
ス
が
な
く
な
り
、
笑
顔
の

絶
え
な
い
学
校
が
多
く
な
る
よ
う
に
、
私

自
身
も
み
ん
な
と
一
緒
に
楽
し
い
学
校
づ

く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

で
す
。

『
第
８
回
日
出
町
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

教
育
長
賞
入
賞
作
品
（
作
文
）

『
障
害
と
い
う
言
葉
』

　
日
出
中
学
校
１
年
　 

内
田
　
颯
真

『
私
の
兄
は
障
が
い
者
』

　
大
神
中
学
校
１
年
　 

深
田
　
菜
月

『
日
常
生
活
の
中
で
気
付
い
た
事
』

　
大
神
中
学
校
２
年
　 

間
部
　
陽
菜

2018.2⑰



健　康
子育て

＊診療時間 9時～ 17時
＊��町報発行後に休日当番医が変更にな
る場合があります。各医療機関や健康
増進課にご確認ください。

～３月の休日当番医～
� 4日�日出中央医院� 72-2534
�11日�日出児玉病院� 72-2724�
18日��八重眼科医院� 73-1221
�21日�鈴木病院� 73-2131
25日�サンライズ酒井病院�72-2266

２ 月の休日当番医
健康増進課　☎ 73-3130

オレンジカフェひとやすみ
　物忘れに関する相談や、情報交換を気軽にできる場です。物
忘れが気になっている方、家に閉じこもりがちになっている方、
配偶者や両親のことを相談したいご家族など、いろいろな方が
集まっています。お茶やお菓子を準備しております。費用は無
料です。毎月第１木曜日、第３水曜日に開催しています。
　お気軽にお越しください。
①２月 21 日（水）　10 時～ 12 時
②３月１日（木）　10 時～ 12 時
※①②ともに開催場所は、交流ひろば HiCaLi 多目的室
　（深見記念館では開催されませんのでご注意ください）
■問合先　地域包括支援センター　☎ 73-3115

健康診査は受けましたか？
　後期高齢者医療制度に加入されている方を対象に、糖尿病
などの生活習慣病の早期発見、早期治療のため、健康診査を
実施しています。
　すでに生活習慣病などの治療を定期的にされている方や、
本年度特定健診またはそれに相当する健診を受診された方は、
必ずしも受診する必要はありません。

後期高齢者医療制度加入者の皆さんへ

■受診券の有効期限
　３月 31 日（土）まで

■健診を受ける際に持参するもの
　・健康診査受診券
　・後期高齢者医療被保険者証
■問合先　健康増進課 国保医療係　☎ 73-3133
　　　　　大分県後期高齢者医療広域連合　☎ 097-534-1771

　離乳食に関する相談や、試食などを行う教室を開催します。
　『どうやって離乳食を始めたらいいの？』『離乳食の進め方が
わからない』という方は、ぜひお子さんと一緒に来られてみま
せんか。前回から引き続きの参加も大歓迎です。申し込み不要
です。
■日時　３月６日（火）　10 時 30 分～ 11 時 30 分
※開始の５分前までにお越しください。
■場所　保健福祉センター　母子保健室
■内容　離乳食に関する講話、試食
■対象　離乳食期（１歳６か月頃まで）の子どもと保護者
※ スプーンは準備していますが、使い慣れたスプーンやエプロ

ンが必要な方はご準備ください。
■申込・問合先
　子育て支援課　母子保健係　☎ 73-3177
※  当日連絡される場合は、☎ 73-1337（保健福祉センター）に

おかけください。

離乳食教室のお知らせ

～２月の休日当番医～
� 4日�矢野小児科医院� 72-1011
�11日�鈴木病院� 73-2131�
12日��サンライズ酒井病院�72-2266
�18日�日出児玉病院� 72-2724
25日�岡田内科ｸﾘﾆｯｸ� 28-0101

交流ひろばHiCaLi  一時託児室     
☎  72 - 6611

●季節の折り紙教室【ひなまつり】
　2月10日（土）10時～12時
　参加費100円（託児利用の方は無料）
●編み物教室（エコたわし作成ほか）
　2月16日（金）13時～15時
　参加費500円（託児利用の方は300円）
●シェイプアップに簡単エクササイズ
　2月20日（火）13時～14時
　参加費500円（託児利用の方は300円）
※いずれも事前の申込が必要です。
【運営】NPO法人パワーウェーブ日出

　２月定期払いの児童手当の振込日
は２月 13 日（火）です。今回の支
払いは平成 29 年 10 月分～平成 30
年 1 月分の手当です。登録されてい
る通帳でご確認ください。
■問合先　子育て支援課　☎ 73-3177

さざんか児童館     ☎ 72 - 8383

●  ママのお部屋（コサージュづくり）
（要申込･400円）
　2/1(木) 10時~12時
●赤ちゃん広場（要申込･200円）
　2/5(月) ･3/5(月)10時30分～
●すくすく☆成長の記録（身長体重が測れます）
　2/19(月) 10時~12時
● スマイル子育て相談会（中央公民館）
　2/22(木) 10時30分~12時
●わくわくフリーマーケット
　2/24(土) 10時30分~12時
（出店する場合は1ブース50円）
●  親子グループ活動　10時30分～
 0～1歳児 2/7･21 (水)
 2歳児 2/8(木)･23(金)
 3～5歳児 2/6･20 (火)
※ はじめての方も大歓迎です。

日出町地域子育て支援センター
Ｈ

は ぐ

ＵＧくみ　　☎ 85 - 8820

● えいごであそぼ  Peek-a-boo (乳幼児)
　2/2(金)11時～11時30分
● 産後deヨガ (産後1年以内ママと赤ちゃん

･要申込･300円･バスタオル持参)
　2/5(月)･21(水) 11時～12時
● 親子リトミック教室 
　(乳幼児･要申込･ボール持参)
　2/6(火)11時～12時
● 子連れdeヨガ (子育て中ママ･要申込･300

円)　2/7(水)･19(月)11時～12時
● 子育て講習会『親子で音スキップ

JINTAッタ』 みんなで音楽隊になろう！
　 (乳幼児･要申込)　2/14(水) 11時～12時
● たのしい絵本の読み聞かせ (乳幼児)
　2/16(金) 11時15分～11時45分
● ひじハピ『わくわく交換会』
 　 (子育て中ママ･要申込･10品以上の交換

品を持参)　2/20(火) 10時30分～12時
● てしごと工房『てづくりスタイ』 
　 (子育て中ママ･要申込･託児有･300円)
　2/23(金) 10時～12時
● マタニティ・ヨガ (妊娠５カ月以上安定

期の方･要申込･500円)　
　2/26(月) 11時～12時
● マタニティハンドメイド『てづくりスタイ』 
　(妊娠中の方･要申込･300円)
　2/27(火) 10時～12時
● WAKUWAKUつみきくらぶ 
　2/28(水) 10時30分～12時
● 第12回NP母親講座（完璧な親なんていない!）
　講師：阿部せつ子氏（NPJ認定講師）
　  (0～5歳までの子育て中のママ･要申込･

託児有･200円/1回)※全日参加できる方
　2/13(火) ･2/20(火) ･2/26(月) ･3/9(金) ･
　3/13(火) ※時間はいずれも10時～12時

２月の相談日
日出町地域子育て支援センター H

は ぐ

UG くみ

■申込・問合先
　日出町地域子育て支援センター H

は ぐ

UG くみ　☎ 85-8820

①　気になる子どもに寄り添う子育て相談会『暖
だんだん

暖』（※要申込）
　　　２月５日（月）10 時～ 12 時
　　　相談員：海口廣子（精神保健福祉士）
　　　（協力：つむぐ）

③　歯科衛生士相談日
　　　２月 22 日（木）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：山田良子氏（歯科衛生士）
④　臨床心理士相談日
　　　２月 27 日（火）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：板井奈穂子（臨床心理士）

②　ペアレントメンター相談日
　　　２月 21 日（水）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：松尾典子氏、坪井加代子氏
　　　　　　　（発達障がい児をもつ親と共に歩む会つむぐ）

高齢者肺炎球菌予防接種
　対象期間以外は任意接種（全額自己負担）となります。
　接種を希望される方は、３月 31 日までに予防接種を受けるこ
とをお勧めします。
■平成 29 年度の接種対象者
①日出町に住民票があり、平成 29 年度中に次の年齢になる方
　65 歳、70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、95 歳、100 歳
※今年度のみ対象です。
② 日出町に住民票がある 60 歳以上 65 歳未満の方で、心臓、腎臓、

呼吸器の機能、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に障が
いを有する方（身体障害者手帳１級相当の方）

※ 過去に 23 価肺炎球菌ワクチンの予防接種を受けたことがある
方は対象外です。

※定期の予防接種では、再接種が認められていません。
■助成対象期間　平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日
■実施医療機関　町内または県内の実施医療機関
※ 予防接種の実施については、事前に医療機関にお問い合わせ

ください。
■接種回数　1 回
■自己負担額　2,000 円（生活保護者は無料）
■持っていくもの
① 健康保険証や運転免許証など、氏名や住所、

年齢が確認できるもの
②身体障害者手帳または医師の証明書
　（※助成対象者の②に該当する方のみ）
③ 生活保護を受給されている方は、受給証明書など証明できる

もの
■問合先　健康増進課　長寿健康係　☎ 73-3130

助成期限は
３月 31 日まで

2018.2 ⑱



健　康
子育て

＊診療時間 9時～ 17時
＊��町報発行後に休日当番医が変更にな
る場合があります。各医療機関や健康
増進課にご確認ください。

～３月の休日当番医～
� 4日�日出中央医院� 72-2534
�11日�日出児玉病院� 72-2724�
18日��八重眼科医院� 73-1221
�21日�鈴木病院� 73-2131
25日�サンライズ酒井病院�72-2266

２ 月の休日当番医
健康増進課　☎ 73-3130

オレンジカフェひとやすみ
　物忘れに関する相談や、情報交換を気軽にできる場です。物
忘れが気になっている方、家に閉じこもりがちになっている方、
配偶者や両親のことを相談したいご家族など、いろいろな方が
集まっています。お茶やお菓子を準備しております。費用は無
料です。毎月第１木曜日、第３水曜日に開催しています。
　お気軽にお越しください。
①２月 21 日（水）　10 時～ 12 時
②３月１日（木）　10 時～ 12 時
※①②ともに開催場所は、交流ひろば HiCaLi 多目的室
　（深見記念館では開催されませんのでご注意ください）
■問合先　地域包括支援センター　☎ 73-3115

健康診査は受けましたか？
　後期高齢者医療制度に加入されている方を対象に、糖尿病
などの生活習慣病の早期発見、早期治療のため、健康診査を
実施しています。
　すでに生活習慣病などの治療を定期的にされている方や、
本年度特定健診またはそれに相当する健診を受診された方は、
必ずしも受診する必要はありません。

後期高齢者医療制度加入者の皆さんへ

■受診券の有効期限
　３月 31 日（土）まで

■健診を受ける際に持参するもの
　・健康診査受診券
　・後期高齢者医療被保険者証
■問合先　健康増進課 国保医療係　☎ 73-3133
　　　　　大分県後期高齢者医療広域連合　☎ 097-534-1771

　離乳食に関する相談や、試食などを行う教室を開催します。
　『どうやって離乳食を始めたらいいの？』『離乳食の進め方が
わからない』という方は、ぜひお子さんと一緒に来られてみま
せんか。前回から引き続きの参加も大歓迎です。申し込み不要
です。
■日時　３月６日（火）　10 時 30 分～ 11 時 30 分
※開始の５分前までにお越しください。
■場所　保健福祉センター　母子保健室
■内容　離乳食に関する講話、試食
■対象　離乳食期（１歳６か月頃まで）の子どもと保護者
※ スプーンは準備していますが、使い慣れたスプーンやエプロ

ンが必要な方はご準備ください。
■申込・問合先
　子育て支援課　母子保健係　☎ 73-3177
※  当日連絡される場合は、☎ 73-1337（保健福祉センター）に

おかけください。

離乳食教室のお知らせ

～２月の休日当番医～
� 4日�矢野小児科医院� 72-1011
�11日�鈴木病院� 73-2131�
12日��サンライズ酒井病院�72-2266
�18日�日出児玉病院� 72-2724
25日�岡田内科ｸﾘﾆｯｸ� 28-0101

交流ひろばHiCaLi  一時託児室     
☎  72 - 6611

●季節の折り紙教室【ひなまつり】
　2月10日（土）10時～12時
　参加費100円（託児利用の方は無料）
●編み物教室（エコたわし作成ほか）
　2月16日（金）13時～15時
　参加費500円（託児利用の方は300円）
●シェイプアップに簡単エクササイズ
　2月20日（火）13時～14時
　参加費500円（託児利用の方は300円）
※いずれも事前の申込が必要です。
【運営】NPO法人パワーウェーブ日出

　２月定期払いの児童手当の振込日
は２月 13 日（火）です。今回の支
払いは平成 29 年 10 月分～平成 30
年 1 月分の手当です。登録されてい
る通帳でご確認ください。
■問合先　子育て支援課　☎ 73-3177

さざんか児童館     ☎ 72 - 8383

●  ママのお部屋（コサージュづくり）
（要申込･400円）
　2/1(木) 10時~12時
●赤ちゃん広場（要申込･200円）
　2/5(月) ･3/5(月)10時30分～
●すくすく☆成長の記録（身長体重が測れます）
　2/19(月) 10時~12時
● スマイル子育て相談会（中央公民館）
　2/22(木) 10時30分~12時
●わくわくフリーマーケット
　2/24(土) 10時30分~12時
（出店する場合は1ブース50円）
●  親子グループ活動　10時30分～
 0～1歳児 2/7･21 (水)
 2歳児 2/8(木)･23(金)
 3～5歳児 2/6･20 (火)
※ はじめての方も大歓迎です。

日出町地域子育て支援センター
Ｈ

は ぐ

ＵＧくみ　　☎ 85 - 8820

● えいごであそぼ  Peek-a-boo (乳幼児)
　2/2(金)11時～11時30分
● 産後deヨガ (産後1年以内ママと赤ちゃん

･要申込･300円･バスタオル持参)
　2/5(月)･21(水) 11時～12時
● 親子リトミック教室 
　(乳幼児･要申込･ボール持参)
　2/6(火)11時～12時
● 子連れdeヨガ (子育て中ママ･要申込･300

円)　2/7(水)･19(月)11時～12時
● 子育て講習会『親子で音スキップ

JINTAッタ』 みんなで音楽隊になろう！
　 (乳幼児･要申込)　2/14(水) 11時～12時
● たのしい絵本の読み聞かせ (乳幼児)
　2/16(金) 11時15分～11時45分
● ひじハピ『わくわく交換会』
 　 (子育て中ママ･要申込･10品以上の交換

品を持参)　2/20(火) 10時30分～12時
● てしごと工房『てづくりスタイ』 
　 (子育て中ママ･要申込･託児有･300円)
　2/23(金) 10時～12時
● マタニティ・ヨガ (妊娠５カ月以上安定

期の方･要申込･500円)　
　2/26(月) 11時～12時
● マタニティハンドメイド『てづくりスタイ』 
　(妊娠中の方･要申込･300円)
　2/27(火) 10時～12時
● WAKUWAKUつみきくらぶ 
　2/28(水) 10時30分～12時
● 第12回NP母親講座（完璧な親なんていない!）
　講師：阿部せつ子氏（NPJ認定講師）
　  (0～5歳までの子育て中のママ･要申込･

託児有･200円/1回)※全日参加できる方
　2/13(火) ･2/20(火) ･2/26(月) ･3/9(金) ･
　3/13(火) ※時間はいずれも10時～12時

２月の相談日
日出町地域子育て支援センター H

は ぐ

UG くみ

■申込・問合先
　日出町地域子育て支援センター H

は ぐ

UG くみ　☎ 85-8820

①　気になる子どもに寄り添う子育て相談会『暖
だんだん

暖』（※要申込）
　　　２月５日（月）10 時～ 12 時
　　　相談員：海口廣子（精神保健福祉士）
　　　（協力：つむぐ）

③　歯科衛生士相談日
　　　２月 22 日（木）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：山田良子氏（歯科衛生士）
④　臨床心理士相談日
　　　２月 27 日（火）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：板井奈穂子（臨床心理士）

②　ペアレントメンター相談日
　　　２月 21 日（水）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：松尾典子氏、坪井加代子氏
　　　　　　　（発達障がい児をもつ親と共に歩む会つむぐ）

高齢者肺炎球菌予防接種
　対象期間以外は任意接種（全額自己負担）となります。
　接種を希望される方は、３月 31 日までに予防接種を受けるこ
とをお勧めします。
■平成 29 年度の接種対象者
①日出町に住民票があり、平成 29 年度中に次の年齢になる方
　65 歳、70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、95 歳、100 歳
※今年度のみ対象です。
② 日出町に住民票がある 60 歳以上 65 歳未満の方で、心臓、腎臓、

呼吸器の機能、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に障が
いを有する方（身体障害者手帳１級相当の方）

※ 過去に 23 価肺炎球菌ワクチンの予防接種を受けたことがある
方は対象外です。

※定期の予防接種では、再接種が認められていません。
■助成対象期間　平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日
■実施医療機関　町内または県内の実施医療機関
※ 予防接種の実施については、事前に医療機関にお問い合わせ

ください。
■接種回数　1 回
■自己負担額　2,000 円（生活保護者は無料）
■持っていくもの
① 健康保険証や運転免許証など、氏名や住所、

年齢が確認できるもの
②身体障害者手帳または医師の証明書
　（※助成対象者の②に該当する方のみ）
③ 生活保護を受給されている方は、受給証明書など証明できる

もの
■問合先　健康増進課　長寿健康係　☎ 73-3130

助成期限は
３月 31 日まで

2018.2⑲



放課後児童クラブについてのお知らせ

　保護者が仕事などで日中不在となる家庭の小学生を対象に、児童クラブを開設しています。
　４月２日（月）から新規で児童クラブへの入所を希望する方は、各児童クラブに直接お申込みください。

※ クラブ利用にあたっては、原則年間登録（待機児童発生時は除く）とし、長期休暇中のみの利用はでき
ません。

■申込書配布 　　２月１日（木）から配布開始
■配布・受付場所　　各児童クラブ
■受付期間 　　２月 13 日（火）～ 28 日（水）※締切厳守

№ 地区 クラブ名 連絡先 募集人員 クラブの詳細

１ 豊岡
とよおか児童クラブ
豊岡小学校内（14 時～ 18 時）

☎ 72-3950
15 名程度

低学年優先 【開所時間】
① 平日（登校日）　
　放課後～ 18 時
②土曜日、長期休暇（夏休みなど）
　8 時～ 18 時

【延長保育】
①利用時間　19 時までの 1 時間
②利用料　1 回 150 円

【保育料】
　月額 5,000 円

【閉所日】
　日曜日、祝日、年末年始、盆、
　台風などによる臨時休校日

２

日出

ひまわり児童クラブ
日出やまとこども園（14 時～ 18 時）

☎ 72-7629
10 名程度

新 1 年生優先

３
うのスマイル児童クラブ
日出幼稚園隣（14 時～ 18 時）

☎ 75-8113 10 名程度

４ 藤原
ふじわら放課後児童クラブ
藤原小学校内（14 時～ 18 時）

☎ 72-3557
10 名程度

低学年優先

５

川崎

かわさき児童クラブ
川崎保育園（14 時～ 18 時）

☎ 72-6747
10 名程度

新 1 年生のみ

６
川崎なかよし児童クラブ
川崎小学校敷地内（14 時～ 18 時）

☎ 51-5097
15 名程度

低学年優先

７ 大神
さざんか児童クラブ
山茶花こども園（14 時～ 18 時）

☎ 72-8383
10 名程度

新 1 年生優先

1�平成 30 年度放課後児童クラブ新規申込について

2�放課後児童クラブ支援員の募集について

　『とよおか児童クラブ』・『かわさき児童クラブ』・『川崎なかよし児童クラブ』・『さざんか児童クラブ』では、支
援員を募集しています。

■応募期限 ３月 16 日（金）まで
■応募対象 健康で子育て支援に関心のある方（保育士などの資格の有無は問いません）
■募集人数 ４名（各クラブ１名ずつ）
■雇用時期 ４月２日（月）から
■勤務日数 週４～５日
■勤務時間 （平日）学校終了時から 19 時までの時間帯で４時間程度
  （土曜日や夏休みなど）８時から 19 時までの時間帯で５時間程度
■時給  800 円～
■申込先 各クラブに直接お申し込みください
■問合先　 子育て支援課　子育て支援係　☎ 73-3177

日出町認可外保育施設にこにこ保育支援事業について

　日出町認可外保育施設にこにこ保育支援事業とは、認可外保育施設に通う、戸籍上第 2 子以降かつ平成 26
年 4 月 2 日以降に生まれた児童の保育料を補助する事業です（予算に限りがあるため、補助が受けられない場
合もございます）。

■補助額について
○第 2 子　　　保育料の半額（1 か月あたり上限額 17,500 円）
○第 3 子以降　保育料の全額（1 か月あたり上限額 35,000 円）

■補助を受けるための条件について（児童が以下の①～⑤のすべてに該当していること）
①日出町に住民票があること（月途中の転入・転出がある場合、その月は補助対象外）
②戸籍上第 2 子以降かつ、生年月日が平成 26 年 4 月 2 日以降であること
③児童福祉法に基づき都道府県へ届け出を行った認可外保育施設に入所していること
④両親などが共働きであるなど、家庭での児童の保育が困難と認められること　
⑤両親などに町税の滞納がないこと

■補助金申請の手続きについて
　必要な様式は子育て支援課に備え付けていますので、まずは窓口へお越しください。
○受付期間　2 月 1 日～ 28 日（土・日・祝日除く）
○受付場所　子育て支援課子育て支援係
○必要書類　①日出町認可外保育施設にこにこ保育支援事業補助金交付申請書（様式第 1 号）
　　　　　　②戸籍謄本（児童が何番目の子か確認できるもの）
　　　　　　③就労証明書など（家庭での保育が困難である状況を確認できるもの
　　　　　　④その他（必要に応じて、別途指定させて頂きます）
■留意事項
○予算額に対して申請者多数の場合は、以下の順番で優先順位をつけさせていただきます。
　①町内の認可外保育施設に入所している
　②児童扶養手当を受給している
　③『日出町保育所等入所調整基準』に照らし、基本点数が高い
○ 町からの補助決定があった後は、3 ～ 4 月を目途に実績報告書などを提出していただきます。補助金の支払

いは５月上旬となる見込みです。
○補助金の申請は年度ごとに行う必要があります。平成 30 年度の申請受付は４～５月に行います。

■問合先　子育て支援課　☎ 73-3177

　日出町では現行の学校給食センターの老朽化に伴い、新しい給食センターの建設が喫緊の課題となっていま
した。新しい給食センターの用地の条件として、交通の利便性が高いこと、災害時に被害を受ける危険性が低
いこと、上下水道などのインフラが整備されていること、などを考慮し選定した結果、以下の場所を建設予定
地といたしました。

■新給食センターの概要
　調理能力：3,200 食　／　給食提供対象：５幼稚園、５小学校、２中学校

■今後のスケジュール
　 2018 年度に用地測量及び基本・詳細設計などを行い、2019 年度から 2020 年度にかけて建築工事を実施し、

2021 年度内に新給食センターでの給食の提供を開始する予定です。給食センター建設用地として転用する
『ふれあいグラウンド』については、代替となるグラウンドを川崎地区に整備し提供することにしています。

■問合先　日出町教育委員会　教育総務課　☎ 73-3157

　土地の所在：速見郡日出町大字藤原 2277 番１
　土地の面積：約 4,700㎡
　現在の用途：日出町保健福祉センター隣接の『ふれあいグラウンド』
　　　　　　　（主にゲートボール場、グラウンドゴルフ場として使用）

新しい学校給食センターの建設について
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放課後児童クラブについてのお知らせ

　保護者が仕事などで日中不在となる家庭の小学生を対象に、児童クラブを開設しています。
　４月２日（月）から新規で児童クラブへの入所を希望する方は、各児童クラブに直接お申込みください。

※ クラブ利用にあたっては、原則年間登録（待機児童発生時は除く）とし、長期休暇中のみの利用はでき
ません。

■申込書配布 　　２月１日（木）から配布開始
■配布・受付場所　　各児童クラブ
■受付期間 　　２月 13 日（火）～ 28 日（水）※締切厳守

№ 地区 クラブ名 連絡先 募集人員 クラブの詳細

１ 豊岡
とよおか児童クラブ
豊岡小学校内（14 時～ 18 時）

☎ 72-3950
15 名程度

低学年優先 【開所時間】
① 平日（登校日）　
　放課後～ 18 時
②土曜日、長期休暇（夏休みなど）
　8 時～ 18 時

【延長保育】
①利用時間　19 時までの 1 時間
②利用料　1 回 150 円

【保育料】
　月額 5,000 円

【閉所日】
　日曜日、祝日、年末年始、盆、
　台風などによる臨時休校日

２

日出

ひまわり児童クラブ
日出やまとこども園（14 時～ 18 時）

☎ 72-7629
10 名程度

新 1 年生優先

３
うのスマイル児童クラブ
日出幼稚園隣（14 時～ 18 時）

☎ 75-8113 10 名程度

４ 藤原
ふじわら放課後児童クラブ
藤原小学校内（14 時～ 18 時）

☎ 72-3557
10 名程度

低学年優先

５

川崎

かわさき児童クラブ
川崎保育園（14 時～ 18 時）

☎ 72-6747
10 名程度

新 1 年生のみ

６
川崎なかよし児童クラブ
川崎小学校敷地内（14 時～ 18 時）

☎ 51-5097
15 名程度

低学年優先

７ 大神
さざんか児童クラブ
山茶花こども園（14 時～ 18 時）

☎ 72-8383
10 名程度

新 1 年生優先

1�平成 30 年度放課後児童クラブ新規申込について

2�放課後児童クラブ支援員の募集について

　『とよおか児童クラブ』・『かわさき児童クラブ』・『川崎なかよし児童クラブ』・『さざんか児童クラブ』では、支
援員を募集しています。

■応募期限 ３月 16 日（金）まで
■応募対象 健康で子育て支援に関心のある方（保育士などの資格の有無は問いません）
■募集人数 ４名（各クラブ１名ずつ）
■雇用時期 ４月２日（月）から
■勤務日数 週４～５日
■勤務時間 （平日）学校終了時から 19 時までの時間帯で４時間程度
  （土曜日や夏休みなど）８時から 19 時までの時間帯で５時間程度
■時給  800 円～
■申込先 各クラブに直接お申し込みください
■問合先　 子育て支援課　子育て支援係　☎ 73-3177

日出町認可外保育施設にこにこ保育支援事業について

　日出町認可外保育施設にこにこ保育支援事業とは、認可外保育施設に通う、戸籍上第 2 子以降かつ平成 26
年 4 月 2 日以降に生まれた児童の保育料を補助する事業です（予算に限りがあるため、補助が受けられない場
合もございます）。

■補助額について
○第 2 子　　　保育料の半額（1 か月あたり上限額 17,500 円）
○第 3 子以降　保育料の全額（1 か月あたり上限額 35,000 円）

■補助を受けるための条件について（児童が以下の①～⑤のすべてに該当していること）
①日出町に住民票があること（月途中の転入・転出がある場合、その月は補助対象外）
②戸籍上第 2 子以降かつ、生年月日が平成 26 年 4 月 2 日以降であること
③児童福祉法に基づき都道府県へ届け出を行った認可外保育施設に入所していること
④両親などが共働きであるなど、家庭での児童の保育が困難と認められること　
⑤両親などに町税の滞納がないこと

■補助金申請の手続きについて
　必要な様式は子育て支援課に備え付けていますので、まずは窓口へお越しください。
○受付期間　2 月 1 日～ 28 日（土・日・祝日除く）
○受付場所　子育て支援課子育て支援係
○必要書類　①日出町認可外保育施設にこにこ保育支援事業補助金交付申請書（様式第 1 号）
　　　　　　②戸籍謄本（児童が何番目の子か確認できるもの）
　　　　　　③就労証明書など（家庭での保育が困難である状況を確認できるもの
　　　　　　④その他（必要に応じて、別途指定させて頂きます）
■留意事項
○予算額に対して申請者多数の場合は、以下の順番で優先順位をつけさせていただきます。
　①町内の認可外保育施設に入所している
　②児童扶養手当を受給している
　③『日出町保育所等入所調整基準』に照らし、基本点数が高い
○ 町からの補助決定があった後は、3 ～ 4 月を目途に実績報告書などを提出していただきます。補助金の支払

いは５月上旬となる見込みです。
○補助金の申請は年度ごとに行う必要があります。平成 30 年度の申請受付は４～５月に行います。

■問合先　子育て支援課　☎ 73-3177

　日出町では現行の学校給食センターの老朽化に伴い、新しい給食センターの建設が喫緊の課題となっていま
した。新しい給食センターの用地の条件として、交通の利便性が高いこと、災害時に被害を受ける危険性が低
いこと、上下水道などのインフラが整備されていること、などを考慮し選定した結果、以下の場所を建設予定
地といたしました。

■新給食センターの概要
　調理能力：3,200 食　／　給食提供対象：５幼稚園、５小学校、２中学校

■今後のスケジュール
　 2018 年度に用地測量及び基本・詳細設計などを行い、2019 年度から 2020 年度にかけて建築工事を実施し、

2021 年度内に新給食センターでの給食の提供を開始する予定です。給食センター建設用地として転用する
『ふれあいグラウンド』については、代替となるグラウンドを川崎地区に整備し提供することにしています。

■問合先　日出町教育委員会　教育総務課　☎ 73-3157

　土地の所在：速見郡日出町大字藤原 2277 番１
　土地の面積：約 4,700㎡
　現在の用途：日出町保健福祉センター隣接の『ふれあいグラウンド』
　　　　　　　（主にゲートボール場、グラウンドゴルフ場として使用）

新しい学校給食センターの建設について
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ひかえめ塩分じっこうしよう！
～すぐに実行できる、食塩摂取量を１ｇ節塩する方法～

～調理で行う節塩方法～　　うま塩ハンバーグ（食塩相当量 0.9g）

　タレのしょうゆの量を減らし、かぼすの酸味、玉ね
ぎの甘味をプラスして、おいしいけど節塩に成功した
レシピをご紹介します。

≪材料（４人分）≫
【ハンバーグ】玉ねぎ（80g）、合びき肉（280g）、

食塩（小さじ 1/6）、パン粉（大さじ４）、卵（2/3 個）、
生姜（16g）、ナツメグ（適量）、黒こしょう（適量）、
油（大さじ１）

【タレ】玉ねぎ（40g）、清酒（小さじ４）、みりん（小
さじ４）、水（小さじ４）、濃口しょうゆ（小さじ２）、
かぼす果汁（小さじ４）

≪作り方≫
①  ハンバーグの玉ねぎはみじん切りにする。合びき肉

に食塩を加えこねて、パン粉、卵、すりおろした生姜、
ナツメグ、黒こしょうを入れてよくこねる。粘り気
がでてきたら、形を整えておく。

②  フライパンに油をひいて、強火で焼いていく。肉の
周りの色が変わってきたら、裏返して蓋をし弱火～
中火で 3 ～５分焼く。

③ タレの玉ねぎをすりおろして、酒、みりん、水と一
緒に鍋に入れひと煮立ちさせ、しょうゆを入れ煮立
たせ、仕上げにかぼす果汁を入れる。

④焼けたハンバーグの上にタレをかける。

【１人分の栄養価】
エネルギー　235  kcal
食塩相当量　0.9g

　日出町では、新たに高等学校等に入学する生徒の保護者の方が一定の要件を満たした場合、その入学準備に要する
費用に充てるための奨学金を支給しています。
■金額　50,000 円（入学時に１回に限り支給、返済不要）
■認定要件 
○ 生徒の保護者の住所が日出町にあり、かつ居住していること
○  保護者の所得（複数いる場合は、主たる生計維持者の所得）の平成 29 年度分の市町村民税が

非課税であること
■申込方法
　申請書および以下の添付書類を日出町教育委員会教育総務課に直接提出してください。
※日出町立中学校の３年生には、２月中旬までに中学校を通じてお知らせします。
■添付書類 
① 保護者全員の住民票の写し
② 保護者全員の平成 29 年度分市町村民税課税証明書

（①②の書類は、平成 29 年１月１日時点で日出町に住民登録があり、申請書内で公簿確認に同意した方は省略できます）
③ 高等学校等合格者通知書の写し
■申請期限　３月 30 日（金）
■問合先　日出町教育委員会　教育総務課　☎ 73-3157

日出町奨学金について （高等学校等入学者対象）

　３・４月に実施される乳幼児健診予定についてお知らせ
します。対象の方には３週間前頃に郵送で案内が届きます。
■４カ月児健診
　実施日　　３月 15 日（木）（対象：平成 29 年 11 月生）
　　　　　　４月 19 日（木）（対象：平成 29 年 12 月生）
　受付時間　13 時～ 13 時 30 分
■のびのび育児相談
　実施日　　３月 28 日（水）（対象：平成 29 年 8 月生）
　　　　　　４月 25 日（水）（対象：平成 29 年 9 月生）
　受付時間　9 時 30 分～ 10 時
■１歳６カ月児健診 
　実施日　　３月８日（木）（対象：平成 28 年８･ ９月生）
　受付時間　13 時～ 13 時 30 分
■２歳児歯科検診
　実施日　　３月 22 日（木）　（対象：平成 27 年 11･12 月生）
　受付時間　13 時～ 13 時 30 分
■３歳６カ月児健診
　実施日　　４月 12 日（木）（対象：平成 26 年９･10 月生）
　受付時間　13 時～ 13 時 30 分
※実施場所はいずれも保健福祉センターです。
※健診予定は町 HP でも随時公開していきます。
■問合先　子育て支援課　☎ 73-3177

３・４月の乳幼児健診の予定

塩分測定器の貸出をしています！
　ご家庭の汁物の塩分濃度を調べてみたい方へ、塩分測定器の
貸し出しを行っています（無料）。ぜひご活用ください。
■対象　 日出町に住民票があり、健康増進課まで取りに来て、

使用後に返却していただける方
■貸出期間　２週間
※手続き方法など詳しくはお問い合わせください。
■問合先　健康増進課　長寿健康係　☎ 73-3130

●家庭児童・母子婦人相談
　相談先 子育て支援課　☎ 73-3177
●いつでも子育てほっとライン
　相談ダイヤル　☎ 0120-462-110
 　　　　（24 時間 365 日受付）
●障がい児・者等支援相談
　相談先  社会福祉法人みのり村・みのり

障がい者生活支援センター　
 ☎ 75-7020
　相談先 児童発達支援センター『プリンちゃん』
 ☎ 28-0250
●障がい児・者生活支援相談
　相談先 太陽の家障害者生活支援センター
 ☎ 72-1682（８時～ 17 時）
●障がいのある方の『親なきあと相談室』
　日時　　平日（祝日、年末年始を除く）
　　　　　９時～ 17 時
　場所　　渓泉寮けいせんプラザ
　問合先　大分県渓泉寮　☎ 72-1721
　※相談無料
　※事前の申込が必要です
●高齢者総合相談
　相談先 地域包括支援センター
 （健康増進課内）☎ 73-3115
●こころの相談会
　（完全予約制の個別相談・無料・秘密厳守）
　場所　　保健福祉センター
　日時　　２月 28 日（水）
　　　　　３月７日（水）
　　　　　９時～ 12 時、13 時～ 16 時
　問合先　福祉対策課　☎ 73-3126
　※日出町に住民票がある方に限ります
　※相談時間は１時間程度
　※相談日の２日前までに要申込
●わいわい教室
　日時　　２月 16 日（金）10 時～
　場所　　保健福祉センター
　対象　　発達に支援が必要なお子さんの保護者
　問合先　子育て支援課　☎ 73-3177

定 期 相 談　 ②

※定期相談は P.15 にも掲載しています。

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
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ひかえめ塩分じっこうしよう！
～すぐに実行できる、食塩摂取量を１ｇ節塩する方法～

～調理で行う節塩方法～　　うま塩ハンバーグ（食塩相当量 0.9g）

　タレのしょうゆの量を減らし、かぼすの酸味、玉ね
ぎの甘味をプラスして、おいしいけど節塩に成功した
レシピをご紹介します。

≪材料（４人分）≫
【ハンバーグ】玉ねぎ（80g）、合びき肉（280g）、

食塩（小さじ 1/6）、パン粉（大さじ４）、卵（2/3 個）、
生姜（16g）、ナツメグ（適量）、黒こしょう（適量）、
油（大さじ１）

【タレ】玉ねぎ（40g）、清酒（小さじ４）、みりん（小
さじ４）、水（小さじ４）、濃口しょうゆ（小さじ２）、
かぼす果汁（小さじ４）

≪作り方≫
①  ハンバーグの玉ねぎはみじん切りにする。合びき肉

に食塩を加えこねて、パン粉、卵、すりおろした生姜、
ナツメグ、黒こしょうを入れてよくこねる。粘り気
がでてきたら、形を整えておく。

②  フライパンに油をひいて、強火で焼いていく。肉の
周りの色が変わってきたら、裏返して蓋をし弱火～
中火で 3 ～５分焼く。

③ タレの玉ねぎをすりおろして、酒、みりん、水と一
緒に鍋に入れひと煮立ちさせ、しょうゆを入れ煮立
たせ、仕上げにかぼす果汁を入れる。

④焼けたハンバーグの上にタレをかける。

【１人分の栄養価】
エネルギー　235  kcal
食塩相当量　0.9g

　日出町では、新たに高等学校等に入学する生徒の保護者の方が一定の要件を満たした場合、その入学準備に要する
費用に充てるための奨学金を支給しています。
■金額　50,000 円（入学時に１回に限り支給、返済不要）
■認定要件 
○ 生徒の保護者の住所が日出町にあり、かつ居住していること
○  保護者の所得（複数いる場合は、主たる生計維持者の所得）の平成 29 年度分の市町村民税が

非課税であること
■申込方法
　申請書および以下の添付書類を日出町教育委員会教育総務課に直接提出してください。
※日出町立中学校の３年生には、２月中旬までに中学校を通じてお知らせします。
■添付書類 
① 保護者全員の住民票の写し
② 保護者全員の平成 29 年度分市町村民税課税証明書

（①②の書類は、平成 29 年１月１日時点で日出町に住民登録があり、申請書内で公簿確認に同意した方は省略できます）
③ 高等学校等合格者通知書の写し
■申請期限　３月 30 日（金）
■問合先　日出町教育委員会　教育総務課　☎ 73-3157

日出町奨学金について （高等学校等入学者対象）

　３・４月に実施される乳幼児健診予定についてお知らせ
します。対象の方には３週間前頃に郵送で案内が届きます。
■４カ月児健診
　実施日　　３月 15 日（木）（対象：平成 29 年 11 月生）
　　　　　　４月 19 日（木）（対象：平成 29 年 12 月生）
　受付時間　13 時～ 13 時 30 分
■のびのび育児相談
　実施日　　３月 28 日（水）（対象：平成 29 年 8 月生）
　　　　　　４月 25 日（水）（対象：平成 29 年 9 月生）
　受付時間　9 時 30 分～ 10 時
■１歳６カ月児健診 
　実施日　　３月８日（木）（対象：平成 28 年８･ ９月生）
　受付時間　13 時～ 13 時 30 分
■２歳児歯科検診
　実施日　　３月 22 日（木）　（対象：平成 27 年 11･12 月生）
　受付時間　13 時～ 13 時 30 分
■３歳６カ月児健診
　実施日　　４月 12 日（木）（対象：平成 26 年９･10 月生）
　受付時間　13 時～ 13 時 30 分
※実施場所はいずれも保健福祉センターです。
※健診予定は町 HP でも随時公開していきます。
■問合先　子育て支援課　☎ 73-3177

３・４月の乳幼児健診の予定

塩分測定器の貸出をしています！
　ご家庭の汁物の塩分濃度を調べてみたい方へ、塩分測定器の
貸し出しを行っています（無料）。ぜひご活用ください。
■対象　 日出町に住民票があり、健康増進課まで取りに来て、

使用後に返却していただける方
■貸出期間　２週間
※手続き方法など詳しくはお問い合わせください。
■問合先　健康増進課　長寿健康係　☎ 73-3130

●家庭児童・母子婦人相談
　相談先 子育て支援課　☎ 73-3177
●いつでも子育てほっとライン
　相談ダイヤル　☎ 0120-462-110
 　　　　（24 時間 365 日受付）
●障がい児・者等支援相談
　相談先  社会福祉法人みのり村・みのり

障がい者生活支援センター　
 ☎ 75-7020
　相談先 児童発達支援センター『プリンちゃん』
 ☎ 28-0250
●障がい児・者生活支援相談
　相談先 太陽の家障害者生活支援センター
 ☎ 72-1682（８時～ 17 時）
●障がいのある方の『親なきあと相談室』
　日時　　平日（祝日、年末年始を除く）
　　　　　９時～ 17 時
　場所　　渓泉寮けいせんプラザ
　問合先　大分県渓泉寮　☎ 72-1721
　※相談無料
　※事前の申込が必要です
●高齢者総合相談
　相談先 地域包括支援センター
 （健康増進課内）☎ 73-3115
●こころの相談会
　（完全予約制の個別相談・無料・秘密厳守）
　場所　　保健福祉センター
　日時　　２月 28 日（水）
　　　　　３月７日（水）
　　　　　９時～ 12 時、13 時～ 16 時
　問合先　福祉対策課　☎ 73-3126
　※日出町に住民票がある方に限ります
　※相談時間は１時間程度
　※相談日の２日前までに要申込
●わいわい教室
　日時　　２月 16 日（金）10 時～
　場所　　保健福祉センター
　対象　　発達に支援が必要なお子さんの保護者
　問合先　子育て支援課　☎ 73-3177

定 期 相 談　 ②

※定期相談は P.15 にも掲載しています。

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
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障
が
い
者
就
職
面
接
会

　
障
が
い
者
の
就
職
の
促
進
を

図
る
た
め
、
障
が
い
者
と
事
業

主
を
対
象
と
し
た
と
し
た
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼ 

日
時

　 

２
月
16
日
（
金
）
14
時
～

▼ 

場
所
　
別
府
ビ
ー
コ
ン
プ

ラ
ザ
２
階
　
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル

※ 

参
加
を
希
望
さ
れ
る
障
が
い

者
の
方
や
事
業
主
の
方
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

『
精
神
・
発
達
障
が
い
者
し

ご
と
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
』
も
同
日
開
催
し
ま
す
の

で
、
多
数
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

▼ 

問
合
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

☎
23
‐
８
６
０
９

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
ご
遺
族
の
心
の
ケ
ア
を
目
的

と
し
て
、
つ
ど
い
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
希
望
者
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼ 

対
象
　
大
切
な
方
を
自
死
で

募��

集

亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族

▼ 

日
時
　
３
月
１
日
（
木
）

　
 14
時
～
16
時
（
受
付
13
時
30
分
～
）

▼ 

場
所
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
分
市
）

▼ 

内
容
　
参
加
者
の
気
持
ち
の

分
か
ち
合
い
を
し
ま
す
。

▼
参
加
料
　
無
料

▼ 

申
込
締
切
　
２
月
22
日
（
木
）

▼ 
申
込
・
問
合
先

　 
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

し
い
た
け
駒
打
ち
体
験

参
加
者
募
集
（
初
心
者
向
け
）

　
森
林
組
合
で
は
、
し
い
た
け

駒
打
ち
体
験
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
３
月
３
日
（
土
）

　
10
時
～
12
時
（
予
定
）

▼ 

場
所
　
別
杵
速
見
森
林
組
合

旧
林
産
物
加
工
所
（
杵
築
市

山
香
町
）

▼ 

内
容
　
１
組
に
つ
き
ク
ヌ
ギ

原
木
５
本
に
種
駒
１
０
０
個

程
度
の
打
ち
込
み
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼ 

参
加
費
　
１
組
１
５
０
０
円

▼ 

募
集
人
員
　
20
組
（
１
名
で

も
可
）
※
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選

▼ 

申
込
受
付
期
間

　 

２
月
１
日
～
２
月
17
日（
必
着
）

▼ 

申
込
方
法

　 『
駒
打
ち
体
験
希
望
』
と
書

い
て
、代
表
者
の
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
、
全
員
の

氏
名
を
記
載
し
、
は
が
き
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問
合
先
　

〒
８
７
９
‐
１
３
１
１

　 

杵
築
市
山
香
町
大
字
内
河
野

２
７
８
８
‐
６

　
別
杵
速
見
森
林
組
合

☎ 

75
‐
０
２
８
６

FAX 

75
‐
０
４
５
８

日
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
入
会
希
望
者
説
明
会

　
シ
ル
バ
ー
事
業
に
興
味
の
あ

る
方
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
方
を
対
象
に
入
会
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
毎
月
第
３
金
曜

日
開
催
予
定
で
す
。

▼ 

日
時
　
２
月
16
日
（
金
）

　
10
時
～
11
時

▼ 

場
所

　 

日
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
日
出
郵
便
局
隣
）

▼
対
象

○
町
内
在
住
60
歳
以
上
の
方

○ 

セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
さ

れ
る
方

▼ 

問
合
先
　
日
出
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

☎
75
‐
９
６
２
０

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
陽
だ
ま
り

　
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
と
は
、
が

ん
を
体
験
し
て
い
る
仲
間
や
、

そ
の
ご
家
族
の
交
流
の
場
で

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
サ
ロ
ン
を

覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
参
加

無
料
、
申
込
不
要
。

▼
日
時
　
２
月
９
日
（
金
）

　
14
時
～
16
時

▼
場
所
　

　
交
流
ひ
ろ
ば
Ｈ
ｉ
Ｃ
ａ
Ｌ
ｉ

▼ 

対
象
　
が
ん
患
者
さ
ん
、
ご

家
族
（
ご
家
族
だ
け
の
参
加

も
可
）

▼ 

問
合
先
　
が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー（
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー
）

☎
67
‐
１
１
１
１

身
体
に
や
さ
し
い
整
体
施
術
会

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
が
伝

え
る
、
プ
ロ
に
よ
る
身
体
に
や

さ
し
い
整
体
の
施
術
会
で
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
予
約

が
必
要
で
す
。
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時
　
２
月
８
日
（
木
）・

22
日
（
木
）　
10
時
～
17
時

※
ど
ち
ら
か
１
日
を
選
択

▼ 

場
所
　
深
見
記
念
館

▼ 

定
員
　
各
７
名

▼
予
約
・ 

問
合
先

　 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
の

会
事
務
局

☎
72
‐
６
０
０
４

労
務
管
理
・
経
営
管
理

改
善
セ
ミ
ナ
ー

　
中
小
企
業
、
小
規
模
事
業
者

に
対
し
、
経
営
管
理
の
専
門
家

（
中
小
企
業
診
断
士
）
が
収
益

ア
ッ
プ
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

提
供
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
参

加
無
料
。

▼
日
時
　
３
月
23
日
（
金
）

　
14
時
～
16
時

▼ 

場
所
　
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

２
０
２
会
議
室

▼ 

講
演
テ
ー
マ
　『
稼
ぐ
力
の

向
上
で
会
社
を
伸
ば
す
』

▼ 

講
師
　
中
小
企
業
診
断
士
・

税
理
士
　
甲
斐  

幸
丈  

先
生

▼
募
集
人
員
　
定
員
50
名

▼ 

申
込
締
切
　
３
月
16
日
（
金
）

※ 

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
締

切
日
以
後
も
受
け
付
け
ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
先

　 

大
分
県
最
低
賃
金
総
合
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
９
１
２
３

子
育
て
支
援
Ｕ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
パ
ソ
コ
ン
講
座
』

　
年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ

講��

座

ん
。
託
児
（
有
料
）
も
あ
り
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
申

込
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▼
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
締
切
　
２
月
22
日（
木
）

【 

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座
③
】

▼ 

日
時

　 

３
月
２
・
９
・
16
・
23
（
金
）

10
時
～
12
時

▼
受
講
料

　
３
０
０
０
円
（
全
４
回
）

【
無
料
Ｉ
Ｔ
相
談
】

▼ 

日
時
　
３
月
１
日
（
木
）・

15
日
（
木
）　
13
時
～
15
時

▼
申
込
・
問
合
先

　
パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
日
出

☎
75
‐
８
６
３
７

お
う
ち
で
出
来
る
か
ん
た
ん
ヨ
ガ

　
動
き
や
す
く
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
参
加
費
無

料
。
申
込
不
要
。

▼ 

日
時
　
２
月
15
日
（
木
）

　
14
時
～
15
時
30
分

▼ 

場
所
　
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー

２
階
大
会
議
室

▼ 

対
象
　
患
者
さ
ん
、
ご
家
族

お
よ
び
一
般
の
方

 

▼  

問
合
先
　
が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー（
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー
）

☎
67
‐
１
１
１
１

 

町
民
文
芸

（俳
句
）

　
　
　
　
　
　
　
　
日
出
　
永
松
美
知
子

羽
根
に
顔
う
ず
め
て
冬
田
の
鳥
一
羽

　
　
　
　
　
　
　
　
川
崎
　
塩
出
千
鶴
子

初
詣
登
る
石
段
一
休
み

　
　
　
　
　
　
　
　
真
那
井
　
渡
辺
　
薫

蝋ろ
う
ば
い梅

の
匂
い
し
こ
と
も
庭
の
景

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡
　
森
永
　
晏
司

時
忘
れ
友
と
語
れ
ば
外
は
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡
　
坪
田
　
京
子

二は

た

ち

十
才
な
る
孫
に
最
後
の
お
年
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡
　
森
永
三
千
代

お
守
り
を
娘
に
も
ら
う
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
大
神
　
柳
　
恵
美
子

次
々
と
予
定
で
う
ま
る
老
い
暦

　
　
　
　
　
　
　
　
日
出
　
定
平
　
勝
義

年
賀
状
読
み
つ
つ
雑
煮
口
の
中

（短
歌
）

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡
　
赤
山
　
ち
ゑ

枯
れ
尾
花
片か

た

え方
に
な
び
き
風
た
ち
ぬ

里
は
日
暮
れ
て
冬
に
入
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
大
神
　
藤
野
　
和
子

欠
席
の
多
く
な
り
た
る
歌
会
に

自
づ
と
話
題
は
終
活
に
及
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
　
渡
邊
　
睦
子

こ
お
ろ
ぎ
よ
聞
こ
え
て
く
る
よ
定
年
の

な
き
草
取
り
を
励
み
い
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
　
村
岡
　
祥
子

来
る
春
の
平
和
を
信
じ
秋
日
う
け

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
植
う
る

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡
　
南
　
悦
子

生
く
る
こ
と
重
き
荷
と
な
る
日
も
あ
ら
ん

テ
レ
ビ
に
認
知
の
老
女
を
観
つ
つ

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
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障
が
い
者
就
職
面
接
会

　
障
が
い
者
の
就
職
の
促
進
を

図
る
た
め
、
障
が
い
者
と
事
業

主
を
対
象
と
し
た
と
し
た
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼ 

日
時

　 

２
月
16
日
（
金
）
14
時
～

▼ 

場
所
　
別
府
ビ
ー
コ
ン
プ

ラ
ザ
２
階
　
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル

※ 

参
加
を
希
望
さ
れ
る
障
が
い

者
の
方
や
事
業
主
の
方
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

『
精
神
・
発
達
障
が
い
者
し

ご
と
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
』
も
同
日
開
催
し
ま
す
の

で
、
多
数
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

▼ 

問
合
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

☎
23
‐
８
６
０
９

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
ご
遺
族
の
心
の
ケ
ア
を
目
的

と
し
て
、
つ
ど
い
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
希
望
者
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼ 

対
象
　
大
切
な
方
を
自
死
で

募��

集

亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族

▼ 

日
時
　
３
月
１
日
（
木
）

　
 14
時
～
16
時
（
受
付
13
時
30
分
～
）

▼ 

場
所
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
分
市
）

▼ 

内
容
　
参
加
者
の
気
持
ち
の

分
か
ち
合
い
を
し
ま
す
。

▼
参
加
料
　
無
料

▼ 

申
込
締
切
　
２
月
22
日
（
木
）

▼ 

申
込
・
問
合
先

　 

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

し
い
た
け
駒
打
ち
体
験

参
加
者
募
集
（
初
心
者
向
け
）

　
森
林
組
合
で
は
、
し
い
た
け

駒
打
ち
体
験
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
３
月
３
日
（
土
）

　
10
時
～
12
時
（
予
定
）

▼ 

場
所
　
別
杵
速
見
森
林
組
合

旧
林
産
物
加
工
所
（
杵
築
市

山
香
町
）

▼ 

内
容
　
１
組
に
つ
き
ク
ヌ
ギ

原
木
５
本
に
種
駒
１
０
０
個

程
度
の
打
ち
込
み
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼ 

参
加
費
　
１
組
１
５
０
０
円

▼ 

募
集
人
員
　
20
組
（
１
名
で

も
可
）
※
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選

▼ 

申
込
受
付
期
間

　 

２
月
１
日
～
２
月
17
日（
必
着
）

▼ 

申
込
方
法

　 『
駒
打
ち
体
験
希
望
』
と
書

い
て
、代
表
者
の
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
、
全
員
の

氏
名
を
記
載
し
、
は
が
き
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問
合
先
　

〒
８
７
９
‐
１
３
１
１

　 

杵
築
市
山
香
町
大
字
内
河
野

２
７
８
８
‐
６

　
別
杵
速
見
森
林
組
合

☎ 

75
‐
０
２
８
６

FAX 

75
‐
０
４
５
８

日
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
入
会
希
望
者
説
明
会

　
シ
ル
バ
ー
事
業
に
興
味
の
あ

る
方
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
方
を
対
象
に
入
会
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
毎
月
第
３
金
曜

日
開
催
予
定
で
す
。

▼ 

日
時
　
２
月
16
日
（
金
）

　
10
時
～
11
時

▼ 

場
所

　 

日
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
日
出
郵
便
局
隣
）

▼
対
象

○
町
内
在
住
60
歳
以
上
の
方

○ 

セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
さ

れ
る
方

▼ 

問
合
先
　
日
出
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

☎
75
‐
９
６
２
０

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
陽
だ
ま
り

　
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
と
は
、
が

ん
を
体
験
し
て
い
る
仲
間
や
、

そ
の
ご
家
族
の
交
流
の
場
で

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
サ
ロ
ン
を

覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
参
加

無
料
、
申
込
不
要
。

▼
日
時
　
２
月
９
日
（
金
）

　
14
時
～
16
時

▼
場
所
　

　
交
流
ひ
ろ
ば
Ｈ
ｉ
Ｃ
ａ
Ｌ
ｉ

▼ 

対
象
　
が
ん
患
者
さ
ん
、
ご

家
族
（
ご
家
族
だ
け
の
参
加

も
可
）

▼ 

問
合
先
　
が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー（
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー
）

☎
67
‐
１
１
１
１

身
体
に
や
さ
し
い
整
体
施
術
会

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
が
伝

え
る
、
プ
ロ
に
よ
る
身
体
に
や

さ
し
い
整
体
の
施
術
会
で
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
予
約

が
必
要
で
す
。
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時
　
２
月
８
日
（
木
）・

22
日
（
木
）　
10
時
～
17
時

※
ど
ち
ら
か
１
日
を
選
択

▼ 

場
所
　
深
見
記
念
館

▼ 

定
員
　
各
７
名

▼
予
約
・ 

問
合
先

　 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
の

会
事
務
局

☎
72
‐
６
０
０
４

労
務
管
理
・
経
営
管
理

改
善
セ
ミ
ナ
ー

　
中
小
企
業
、
小
規
模
事
業
者

に
対
し
、
経
営
管
理
の
専
門
家

（
中
小
企
業
診
断
士
）
が
収
益

ア
ッ
プ
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

提
供
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
参

加
無
料
。

▼
日
時
　
３
月
23
日
（
金
）

　
14
時
～
16
時

▼ 

場
所
　
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

２
０
２
会
議
室

▼ 

講
演
テ
ー
マ
　『
稼
ぐ
力
の

向
上
で
会
社
を
伸
ば
す
』

▼ 

講
師
　
中
小
企
業
診
断
士
・

税
理
士
　
甲
斐  

幸
丈  

先
生

▼
募
集
人
員
　
定
員
50
名

▼ 

申
込
締
切
　
３
月
16
日
（
金
）

※ 

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
締

切
日
以
後
も
受
け
付
け
ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
先

　 

大
分
県
最
低
賃
金
総
合
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
９
１
２
３

子
育
て
支
援
Ｕ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
パ
ソ
コ
ン
講
座
』

　
年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ

講��

座

ん
。
託
児
（
有
料
）
も
あ
り
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
申

込
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▼
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
締
切
　
２
月
22
日（
木
）

【 

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座
③
】

▼ 

日
時

　 

３
月
２
・
９
・
16
・
23
（
金
）

10
時
～
12
時

▼
受
講
料

　
３
０
０
０
円
（
全
４
回
）

【
無
料
Ｉ
Ｔ
相
談
】

▼ 

日
時
　
３
月
１
日
（
木
）・

15
日
（
木
）　
13
時
～
15
時

▼
申
込
・
問
合
先

　
パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
日
出

☎
75
‐
８
６
３
７

お
う
ち
で
出
来
る
か
ん
た
ん
ヨ
ガ

　
動
き
や
す
く
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
参
加
費
無

料
。
申
込
不
要
。

▼ 

日
時
　
２
月
15
日
（
木
）

　
14
時
～
15
時
30
分

▼ 

場
所
　
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー

２
階
大
会
議
室

▼ 

対
象
　
患
者
さ
ん
、
ご
家
族

お
よ
び
一
般
の
方

 

▼  
問
合
先
　
が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー（
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー
）

☎
67
‐
１
１
１
１

 

町
民
文
芸

（俳
句
）

　
　
　
　
　
　
　
　
日
出
　
永
松
美
知
子

羽
根
に
顔
う
ず
め
て
冬
田
の
鳥
一
羽

　
　
　
　
　
　
　
　
川
崎
　
塩
出
千
鶴
子

初
詣
登
る
石
段
一
休
み

　
　
　
　
　
　
　
　
真
那
井

　
渡
辺

　
薫

蝋ろ
う
ば
い梅

の
匂
い
し
こ
と
も
庭
の
景

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡

　
森
永

　
晏
司

時
忘
れ
友
と
語
れ
ば
外
は
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡

　
坪
田

　
京
子

二は

た

ち

十
才
な
る
孫
に
最
後
の
お
年
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡
　
森
永
三
千
代

お
守
り
を
娘
に
も
ら
う
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
大
神
　
柳
　
恵
美
子

次
々
と
予
定
で
う
ま
る
老
い
暦

　
　
　
　
　
　
　
　
日
出
　
定
平
　
勝
義

年
賀
状
読
み
つ
つ
雑
煮
口
の
中

（短
歌
）

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡
　
赤
山
　
ち
ゑ

枯
れ
尾
花
片か

た

え方
に
な
び
き
風
た
ち
ぬ

里
は
日
暮
れ
て
冬
に
入
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
大
神
　
藤
野
　
和
子

欠
席
の
多
く
な
り
た
る
歌
会
に

自
づ
と
話
題
は
終
活
に
及
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原

　
渡
邊

　
睦
子

こ
お
ろ
ぎ
よ
聞
こ
え
て
く
る
よ
定
年
の

な
き
草
取
り
を
励
み
い
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原

　
村
岡

　
祥
子

来
る
春
の
平
和
を
信
じ
秋
日
う
け

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
植
う
る

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡
　
南
　
悦
子

生
く
る
こ
と
重
き
荷
と
な
る
日
も
あ
ら
ん

テ
レ
ビ
に
認
知
の
老
女
を
観
つ
つ

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
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民
事
介
入
暴
力
集
中
相
談
所

　
暴
力
団
な
ど
か
ら
被
害
や
不

当
な
要
求
な
ど
の
困
り
ご
と
に

つ
い
て
の
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
（
無
料
）。

▼  

日
時
　
２
月
22
日
（
木
）

　
10
時
～
16
時

▼  

場
所
　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

３
０
９
会
議
室

▼ 

内
容
　
弁
護
士
、
暴
力
団
担

当
警
察
官
、
暴
力
追
放
相
談

員
が
、
面
接
ま
た
は
電
話
に

よ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※ 

相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

▼
電
話
相
談

☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
４
７
０
４

公
証
人
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
公
証
人
は
、
公
正
証
書
の
作

成
な
ど
の
職
務
を
行
う
国
の
機

関
で
す
。
次
の
よ
う
な
悩
み
を

お
持
ち
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
（
毎
月
第
１
水

曜
日
開
設
）。
要
予
約
で
す
。

〇 

相
続
争
い
を
防
止
し
て
、
自

分
の
意
思
ど
お
り
に
財
産
を

譲
り
た
い
（
遺
言
）

相��

談

〇 

最
も
信
頼
で
き
る
人
を
後
見

人
に
指
定
し
て
、
老
後
の
財

産
管
理
を
託
し
た
い
（
任
意

後
見
）

〇 

離
婚
を
考
え
て
い
る
が
、
相

手
が
子
供
の
養
育
費
等
を
き

ち
ん
と
支
払
っ
て
く
れ
る
か

心
配
（
離
婚
給
付
）

※ 

こ
の
他
に
も
、
債
務
弁
済
、

示
談
な
ど
様
々
な
契
約
に
つ

い
て
も
ご
相
談
承
り
ま
す
。

▼  
日
時
　
２
月
７
日
（
水
）、

３
月
７
日
（
水
）
15
時
30
分

～
17
時

▼ 

場
所
　
日
出
町
役
場
３
３
３

会
議
室

▼ 

問
合
先
　
大
分
公
証
人
合
同

役
場

☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
０
８
８
８

２
月
は
『
相
続
登
記
は
お
済
み

で
す
か
月
間
』
で
す

　
大
分
県
司
法
書
士
会
で
は
、

２
月
の
１
カ
月
間
を
『
相
続
登

記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
』
と

定
め
、
期
間
中
、
無
料
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

▼ 

期
間
　
２
月
１
日
（
木
）
～

２
月
28
日
（
水
）

▼
相
談
時
間
　
９
時
～
16
時

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く

▼ 

場
所
　
各
司
法
書
士
事
務
所

▼ 

相
談
内
容
　
遺
産
分
割
、
遺

言
、
相
続
分
な
ど
相
続
に
関

す
る
問
題
と
登
記
手
続

※ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼ 

問
合
先

　
大
分
県
司
法
書
士
会

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
５
７
９

医
療
費
控
除
を
受
け
る
際
は

『
医
療
費
控
除
の
明
細
書
』
の

添
付
が
必
要
で
す

　
平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か

ら
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
際

は
、
領
収
書
の
添
付
又
は
提
示

が
不
要
と
な
り
、
代
わ
り
に

『
医
療
費
控
除
の
明
細
書
』
の

作
成
・
添
付
が
必
要
と
な
り
ま

す
。医
療
費
な
ど
の
領
収
書（
医

療
費
通
知
に
係
る
も
の
を
除

く
）
に
つ
い
て
後
日
、
提
出
ま

た
は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
確
定
申
告

期
限
な
ど
か
ら
５
年
間
、
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
28
年
分
以
前
の

確
定
申
告
に
つ
い
て
は
、
従
来

ど
お
り
、
医
療
費
な
ど
の
領
収

書
の
添
付
ま
た
は
提
示
が
必
要

そ
の
他

第 18回あったかチャンコチャリティーショー
障がいのあるなしに関わらず、地域で暮らす方々が一堂に会して、

音楽やショーを楽しみます。参加して交流を深めてみませんか。

■日時 ２月 11 日（日）　12 時 30 分～ 16 時
■場所 中央公民館
■問合先  あったかチャンコチャリティーショー
 実行委員会事務局
 ☎ 090-8830-7683（山本）

と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

別
府
税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
先
　
別
府
税
務
署

☎
23
‐
２
１
１
１

※
自
動
音
声
案
内

　平成 29 年分の所得税および復興特別所得税、消費税および地方消費税
並びに贈与税の確定申告期間は、次のとおりとなっています。
○所得税および復興特別所得税　２月 16 日（金）～３月 15 日（木）
○消費税および地方消費税（個人事業者）２月 16 日（金）～４月２日（月）
○贈与税　２月１日（木）～３月 15 日（木）
　確定申告は、納税者自身が所得金額などや税額を正しく計算して申告・
納税する申告納税制度を採用していますので、申告と納税は期限内にお済
ませください。
　申告期限が間近になりますと、申告相談会場は大変混雑し、長時間かか
る場合もありますので、お早めに申告をお済ませください。
　なお、国税庁ホームページの『確定申告書等作成コーナー』で作成した
確定申告書は、ｅ－Ｔａｘを利用して提出することができるほか、印刷し
て所轄税務署へ郵送などにより提出することもできますので、是非ご利用
ください。詳しくは、以下までお尋ねください。
■問合先　別府税務署　☎ 23-2111（自動音声案内）

確定申告は正しくお早めに！
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二の丸館�イベント情報

◆ひじはくプラン受付開始！
ひじはく 2018 の開催にともない、
ひじの魅力を体感できるプランの受
付を開始しました。
※ 詳しくは以下までお問い合わせく

ださい。
日出町観光協会　☎ 72-4255

田
中
　
柊
し
ょ
う 

（
伸
幸
・
知
佳  

中
の
三
）

永
松
　
航こ
う
き暉 

（
晋
一
・
友
里  

西
の
一
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山
田
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光
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仁
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田
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将
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大
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克
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中央公民館ホール
イベント情報

２月 4日（日）9 時 30 分～ 12 時

いきいきひじまち健康食育ポイント

プロジェクト抽選会

２月 11日（日）12 時 30 分～ 16 時

あったかちゃんこチャリティショー

（チャリティ券 300 円が必要）

２月 18日（日）　10 時～ 16 時
日出町文化協会芸術文化鑑賞事業
三遊亭歌奴の落語（無料、観覧可）

日 出 町 の 人 の う ご き

世帯数 12,250 （＋ 3） ＋ 77
人　口 28,591 （＋ 10） ＋ 67
 男 13,730 （＋ 4） ＋ 62
 女 14,861 （＋ 6） ＋ 5
 南端 285 （＋ 3） 
 豊岡 7,215 （＋ 11） 
 日出 5,920 （＋ 6）
 藤原 3,889 （－ 9）
 川崎 6,121 （＋ 13）
 大神 5,161 （－ 14）
 （　） 内は前月比
  内は平成 29 年４月１日比　

平成 30年１月１日現在の
住民基本台帳の登録人口

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
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民
事
介
入
暴
力
集
中
相
談
所

　
暴
力
団
な
ど
か
ら
被
害
や
不

当
な
要
求
な
ど
の
困
り
ご
と
に

つ
い
て
の
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
（
無
料
）。

▼  

日
時
　
２
月
22
日
（
木
）

　
10
時
～
16
時

▼  

場
所
　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

３
０
９
会
議
室

▼ 

内
容
　
弁
護
士
、
暴
力
団
担

当
警
察
官
、
暴
力
追
放
相
談

員
が
、
面
接
ま
た
は
電
話
に

よ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※ 

相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

▼
電
話
相
談

☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
４
７
０
４

公
証
人
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
公
証
人
は
、
公
正
証
書
の
作

成
な
ど
の
職
務
を
行
う
国
の
機

関
で
す
。
次
の
よ
う
な
悩
み
を

お
持
ち
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
（
毎
月
第
１
水

曜
日
開
設
）。
要
予
約
で
す
。

〇 

相
続
争
い
を
防
止
し
て
、
自

分
の
意
思
ど
お
り
に
財
産
を

譲
り
た
い
（
遺
言
）

相��

談

〇 

最
も
信
頼
で
き
る
人
を
後
見

人
に
指
定
し
て
、
老
後
の
財

産
管
理
を
託
し
た
い
（
任
意

後
見
）

〇 

離
婚
を
考
え
て
い
る
が
、
相

手
が
子
供
の
養
育
費
等
を
き

ち
ん
と
支
払
っ
て
く
れ
る
か

心
配
（
離
婚
給
付
）

※ 

こ
の
他
に
も
、
債
務
弁
済
、

示
談
な
ど
様
々
な
契
約
に
つ

い
て
も
ご
相
談
承
り
ま
す
。

▼  

日
時
　
２
月
７
日
（
水
）、

３
月
７
日
（
水
）
15
時
30
分

～
17
時

▼ 

場
所
　
日
出
町
役
場
３
３
３

会
議
室

▼ 

問
合
先
　
大
分
公
証
人
合
同

役
場

☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
０
８
８
８

２
月
は
『
相
続
登
記
は
お
済
み

で
す
か
月
間
』
で
す

　
大
分
県
司
法
書
士
会
で
は
、

２
月
の
１
カ
月
間
を
『
相
続
登

記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
』
と

定
め
、
期
間
中
、
無
料
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

▼ 

期
間
　
２
月
１
日
（
木
）
～

２
月
28
日
（
水
）

▼
相
談
時
間
　
９
時
～
16
時

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く

▼ 

場
所
　
各
司
法
書
士
事
務
所

▼ 

相
談
内
容
　
遺
産
分
割
、
遺

言
、
相
続
分
な
ど
相
続
に
関

す
る
問
題
と
登
記
手
続

※ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼ 

問
合
先

　
大
分
県
司
法
書
士
会

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
５
７
９

医
療
費
控
除
を
受
け
る
際
は

『
医
療
費
控
除
の
明
細
書
』
の

添
付
が
必
要
で
す

　
平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か

ら
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
際

は
、
領
収
書
の
添
付
又
は
提
示

が
不
要
と
な
り
、
代
わ
り
に

『
医
療
費
控
除
の
明
細
書
』
の

作
成
・
添
付
が
必
要
と
な
り
ま

す
。医
療
費
な
ど
の
領
収
書（
医

療
費
通
知
に
係
る
も
の
を
除

く
）
に
つ
い
て
後
日
、
提
出
ま

た
は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
確
定
申
告

期
限
な
ど
か
ら
５
年
間
、
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
28
年
分
以
前
の

確
定
申
告
に
つ
い
て
は
、
従
来

ど
お
り
、
医
療
費
な
ど
の
領
収

書
の
添
付
ま
た
は
提
示
が
必
要

そ
の
他

第 18回あったかチャンコチャリティーショー
障がいのあるなしに関わらず、地域で暮らす方々が一堂に会して、

音楽やショーを楽しみます。参加して交流を深めてみませんか。

■日時 ２月 11 日（日）　12 時 30 分～ 16 時
■場所 中央公民館
■問合先  あったかチャンコチャリティーショー
 実行委員会事務局
 ☎ 090-8830-7683（山本）

と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

別
府
税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
先
　
別
府
税
務
署

☎
23
‐
２
１
１
１

※
自
動
音
声
案
内

　平成 29 年分の所得税および復興特別所得税、消費税および地方消費税
並びに贈与税の確定申告期間は、次のとおりとなっています。
○所得税および復興特別所得税　２月 16 日（金）～３月 15 日（木）
○消費税および地方消費税（個人事業者）２月 16 日（金）～４月２日（月）
○贈与税　２月１日（木）～３月 15 日（木）
　確定申告は、納税者自身が所得金額などや税額を正しく計算して申告・
納税する申告納税制度を採用していますので、申告と納税は期限内にお済
ませください。
　申告期限が間近になりますと、申告相談会場は大変混雑し、長時間かか
る場合もありますので、お早めに申告をお済ませください。
　なお、国税庁ホームページの『確定申告書等作成コーナー』で作成した
確定申告書は、ｅ－Ｔａｘを利用して提出することができるほか、印刷し
て所轄税務署へ郵送などにより提出することもできますので、是非ご利用
ください。詳しくは、以下までお尋ねください。
■問合先　別府税務署　☎ 23-2111（自動音声案内）

確定申告は正しくお早めに！
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二の丸館�イベント情報

◆ひじはくプラン受付開始！
ひじはく 2018 の開催にともない、
ひじの魅力を体感できるプランの受
付を開始しました。
※ 詳しくは以下までお問い合わせく

ださい。
日出町観光協会　☎ 72-4255
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中央公民館ホール
イベント情報

２月 4日（日）9 時 30 分～ 12 時

いきいきひじまち健康食育ポイント

プロジェクト抽選会

２月 11日（日）12 時 30 分～ 16 時

あったかちゃんこチャリティショー

（チャリティ券 300 円が必要）

２月 18日（日）　10 時～ 16 時
日出町文化協会芸術文化鑑賞事業
三遊亭歌奴の落語（無料、観覧可）

日 出 町 の 人 の う ご き

世帯数 12,250 （＋ 3） ＋ 77
人　口 28,591 （＋ 10） ＋ 67
 男 13,730 （＋ 4） ＋ 62
 女 14,861 （＋ 6） ＋ 5
 南端 285 （＋ 3） 
 豊岡 7,215 （＋ 11） 
 日出 5,920 （＋ 6）
 藤原 3,889 （－ 9）
 川崎 6,121 （＋ 13）
 大神 5,161 （－ 14）
 （　） 内は前月比
  内は平成 29 年４月１日比　

平成 30年１月１日現在の
住民基本台帳の登録人口

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

別府湾ロイヤルホテル

国道10号

歩道橋
→日出中心部

→仁王

←大分

↑黒岩グラウンド

JR豊後豊岡駅

豊岡小 第二谷口歯科
松屋寺

GS

老人ホーム希空
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　『城下町ひじ雛めぐり』では、二の丸館、深見記念館、
大神海岸線エリアなど、町内 30 カ所以上にお雛様が展
示されます。
　また、城下町の風情が残る日出城址周辺や、大神海岸
線エリアに集中する工房・アートギャラリーなど、お雛
様に限らず見所がいっぱいです。

■期間中の主なイベント
○着物で雛めぐり
　日時　期間中毎日開催
　　　　９時 30 分～ 13 時受付／ 15 時までに着物返却
　場所　深見記念館で着付け後、自由行動
　料金　1,000 円
　※事前予約が必要（申込は日出町観光協会まで）
○お茶席
　日時　期間中の土・日曜日を除く毎日開催
　　　　10 時～ 15 時
　場所　深見記念館
　料金　300 円

城
下
町
ひ
じ

雛
め
ぐ
り

開
催
期
間

２
月
24
日
（
土
）

　
～
３
月
11
日
（
日
）

○まちカフェ（運営：日出町商工会女性部）
　日時　期間中の土・日曜日　10 時～ 15 時
　場所　深見記念館
　内容　甘酒・コーヒー・ぜんざいなどを販売
○雛めぐりまるしぇ
　日時　３月３日（土）、３月10日（土）、３月11日（日）
　　　　10 時～ 15 時
　場所　二の丸館前広場
　内容　hiji ∞ cloud、日出総合高校などによる出店
○ひな御膳
　 期間中、日出町的山荘、幸喜屋、能

の ら く ろ や

良玄家、ホテルソラー
ジュ大分・日出の４店舗で、限定メニュー『ひな御膳』
をお楽しみいただけます。

※ この他にも、多数のイベントを予定しています。詳し
くは二の丸館などで配布しているチラシ、またはホー
ムページをご覧ください。

■問合先　日出町観光協会　☎ 72-4255

※
写
真
は
、
的
山
荘
の
お
雛
様

2018ひじカレーラリーも好評開催中 !!
３月11日（日）まで開催！
『城下町ひじ雛めぐり』とあわせて
お楽しみください！！

■問合先

　日出町観光協会

　　☎72-4255

ただいま全店舗制覇者３名！（１月26日時点）
まだまだ挑戦者求む！！

全店舗制覇者には
記念品が贈られます
（ぼくも貰いました）

※記念品の内容は貰うまでのお楽しみ！
　（Ｔシャツではありません）
※記念品は数量に限りがあります。
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